
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
標識物質によって標識されたリガンドまたはリセプターを含む反応溶液を、リセプターま
たはリガンドを含む複数の吸着性領域が、互いに離間して形成された生化学解析用ユニッ
トの一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領
域を横切るように、強制的に流動させるとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側
から、一方の側に向けて、少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析
用ユニットの前記複数の吸着性領域に含まれたリセプターまたはリガンドに、前記反応溶
液に含まれたリガンドまたはリセプターを、選択的に、会合させることを特徴とするリセ
プター・リガンド会合反応方法。
【請求項２】
標識物質によって標識された生体由来の物質を含む溶液を、特異的結合物質を含む複数の
吸着性領域が、互いに離間して形成された生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の
側に向けて、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的
に流動させるとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、
少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸
着性領域に含まれた特異的結合物質に、生体由来の物質を、選択的に、会合させることを
特徴とする請求項１に記載のリセプター・リガンド会合反応方法。
【請求項３】
標識酵素が結合された抗体を含む抗体溶液を、特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダ
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イズされた生体由来の物質を抗原標識している抗原を含む複数の吸着性領域が、互いに離
間して形成された生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学
解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させるとともに、
前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも１つの逆止弁
を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域に含まれた抗原
に、標識酵素が結合された抗体を、選択的に、抗原抗体反応させることを特徴とする請求
項１に記載のリセプター・リガンド会合反応方法。
【請求項４】
前記生化学解析用ユニットが、複数の孔が形成された基板を備え、前記複数の吸着性領域
が、それぞれ、前記基板に形成された前記孔内に、吸着性材料を充填して、形成されたこ
とを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載のリセプター・リガンド会合反応
方法。
【請求項５】
リセプターまたはリガンドを含む複数の吸着性領域が、互いに離間して形成された生化学
解析用ユニットを保持し、少なくとも１つの逆止弁が形成された生化学解析用ユニット保
持部を備え、リガンドまたはリセプターを含む反応溶液を収容可能な反応容器と、前記反
応容器内に収容された前記反応溶液を、前記生化学解析用ユニット保持部に保持された前
記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用ユニット
の前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させるとともに、前記反応溶液を
、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、前記少なくとも１つの
逆止弁を介して、強制的に流動させる溶液流動手段を備えたことを特徴とするリアクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、リセプター・リガンド会合反応方法およびそれに用いるリアクタに関するもの
であり、さらに詳細には、生化学解析用ユニットに固定されたリガンドあるいはリセプタ
ーに、効率的に、リセプターあるいはリガンドを会合反応させることができ、しかも、再
現性よく、定量性に優れた生化学解析用データを生成することを可能にするリセプター・
リガンド会合反応方法およびそれに用いるリアクタに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
放射線が照射されると、放射線のエネルギーを吸収して、蓄積、記録し、その後に、特定
の波長域の電磁波を用いて励起すると、照射された放射線のエネルギーの量に応じた光量
の輝尽光を発する特性を有する輝尽性蛍光体を、放射線の検出材料として用い、放射性標
識を付与した物質を、生物体に投与した後、その生物体あるいはその生物体の組織の一部
を試料とし、この試料を、輝尽性蛍光体層が設けられた蓄積性蛍光体シートと一定時間重
ね合わせることにより、放射線エネルギーを輝尽性蛍光体に、蓄積、記録し、しかる後に
、電磁波によって、輝尽性蛍光体層を走査して、輝尽性蛍光体を励起し、輝尽性蛍光体か
ら放出された輝尽光を光電的に検出して、ディジタル画像信号を生成し、画像処理を施し
て、ＣＲＴなどの表示手段上あるいは写真フイルムなどの記録材料上に、画像を再生する
ように構成されたオートラジオグラフィ解析システムが知られている（たとえば、特公平
１－７０８８４号公報、特公平１－７０８８２号公報、特公平４－３９６２号公報など）
。
【０００３】
蓄積性蛍光体シートを放射線の検出材料として使用するオートラジオグラフィ解析システ
ムは、写真フイルムを用いる場合とは異なり、現像処理という化学的処理が不必要である
だけでなく、得られたディジタルデータにデータ処理を施すことにより、所望のように、
解析用データを再生し、あるいは、コンピュータによる定量解析が可能になるという利点
を有している。
【０００４】
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他方、オートラジオグラフィ解析システムにおける放射性標識物質に代えて、蛍光色素な
どの蛍光物質を標識物質として使用した蛍光（ fluorescence)解析システムが知られてい
る。この蛍光解析システムによれば、蛍光物質から放出された蛍光を検出することによっ
て、遺伝子配列、遺伝子の発現レベル、実験用マウスにおける投与物質の代謝、吸収、排
泄の経路、状態、蛋白質の分離、同定、あるいは、分子量、特性の評価などをおこなうこ
とができ、たとえば、電気泳動されるべき複数種の蛋白質分子を含む溶液を、ゲル支持体
上で、電気泳動させた後に、ゲル支持体を蛍光色素を含んだ溶液に浸すなどして、電気泳
動された蛋白質を染色し、励起光によって、蛍光色素を励起して、生じた蛍光を検出する
ことによって、画像を生成し、ゲル支持体上の蛋白質分子の位置および量的分布を検出し
たりすることができる。あるいは、ウェスタン・ブロッティング法により、ニトロセルロ
ースなどの転写支持体上に、電気泳動された蛋白質分子の少なくとも一部を転写し、目的
とする蛋白質に特異的に反応する抗体を蛍光色素で標識して調製したプローブと蛋白質分
子とを会合させ、特異的に反応する抗体にのみ結合する蛋白質分子を選択的に標識し、励
起光によって、蛍光色素を励起して、生じた蛍光を検出することにより、画像を生成し、
転写支持体上の蛋白質分子の位置および量的分布を検出したりすることができる。また、
電気泳動させるべき複数のＤＮＡ断片を含む溶液中に、蛍光色素を加えた後に、複数のＤ
ＮＡ断片をゲル支持体上で電気泳動させ、あるいは、蛍光色素を含有させたゲル支持体上
で、複数のＤＮＡ断片を電気泳動させ、あるいは、複数のＤＮＡ断片を、ゲル支持体上で
、電気泳動させた後に、ゲル支持体を、蛍光色素を含んだ溶液に浸すなどして、電気泳動
されたＤＮＡ断片を標識し、励起光により、蛍光色素を励起して、生じた蛍光を検出する
ことにより、画像を生成し、ゲル支持体上のＤＮＡを分布を検出したり、あるいは、複数
のＤＮＡ断片を、ゲル支持体上で、電気泳動させた後に、ＤＮＡを変性（ denaturation)
し、次いで、サザン・ブロッティング法により、ニトロセルロースなどの転写支持体上に
、変性ＤＮＡ断片の少なくとも一部を転写し、目的とするＤＮＡと相補的なＤＮＡもしく
はＲＮＡを蛍光色素で標識して調製したプローブと変性ＤＮＡ断片とをハイブリダイズさ
せ、プローブＤＮＡもしくはプローブＲＮＡと相補的なＤＮＡ断片のみを選択的に標識し
、励起光によって、蛍光色素を励起して、生じた蛍光を検出することにより、画像を生成
し、転写支持体上の目的とするＤＮＡの分布を検出したりすることができる。さらに、標
識物質によって標識した目的とする遺伝子を含むＤＮＡと相補的なＤＮＡプローブを調製
して、転写支持体上のＤＮＡとハイブリダイズさせ、酵素を、標識物質により標識された
相補的なＤＮＡと結合させた後、蛍光基質と接触させて、蛍光基質を蛍光を発する蛍光物
質に変化させ、励起光によって、生成された蛍光物質を励起して、生じた蛍光を検出する
ことにより、画像を生成し、転写支持体上の目的とするＤＮＡの分布を検出したりするこ
ともできる。この蛍光解析システムは、放射性物質を使用することなく、簡易に、遺伝子
配列などを検出することができるという利点がある。
【０００５】
また、同様に、蛋白質や核酸などの特異的結合物質をメンブレンフィルタなどの生化学解
析用ユニットに固定し、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる標
識物質によって標識された生体由来の物質を、特異的結合物質に特異的に結合させて、選
択的に標識し、標識物質によって選択的に標識された特異的結合物質と生体由来の物質の
結合体と化学発光基質とを接触させて、化学発光基質と標識物質との接触によって生ずる
可視光波長域の化学発光を、光電的に検出して、ディジタル信号を生成し、画像処理を施
して、ＣＲＴなどの表示手段あるいは写真フィルムなどの記録材料上に、化学発光画像を
表示して、遺伝子情報などの生体由来の物質に関する情報を得るようにした化学発光解析
システムも知られている。
【０００６】
さらに、近年、スライドガラス板やメンブレンフィルタなどの担体表面上の異なる位置に
、細胞、ウィルス、ホルモン類、腫瘍マーカー、酵素、抗体、抗原、アブザイム、その他
のタンパク質、核酸、ｃＤＮＡ、ＤＮＡ、ＲＮＡなど、生体由来の物質と特異的に結合可
能で、かつ、塩基配列や塩基の長さ、組成などが既知の特異的結合物質を、スポッター装
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置を用いて、滴下して、多数の独立したスポットを形成し、次いで、細胞、ウィルス、ホ
ルモン類、腫瘍マーカー、酵素、抗体、抗原、アブザイム、その他のタンパク質、核酸、
ｃＤＮＡ、ＤＮＡ、ｍＲＮＡなど、抽出、単離などによって、生体から採取され、あるい
は、さらに、化学的処理、化学修飾などの処理が施された生体由来の物質であって、蛍光
物質、色素などの標識物質によって標識された物質を、ハイブリダイゼーションなどによ
って、特異的結合物質に、特異的に結合させたマイクロアレイに、励起光を照射して、蛍
光物質、色素などの標識物質から発せられた蛍光などの光を光電的に検出して、生体由来
の物質を解析するマイクロアレイ解析システムが開発されている。このマイクロアレイ解
析システムによれば、スライドガラス板やメンブレンフィルタなどの担体表面上の異なる
位置に、数多くの特異的結合物質のスポットを高密度に形成して、標識物質によって標識
された生体由来の物質をハイブリダイズさせることによって、短時間に、生体由来の物質
を解析することが可能になるという利点がある。
【０００７】
また、メンブレンフィルタなどの担体表面上の異なる位置に、細胞、ウィルス、ホルモン
類、腫瘍マーカー、酵素、抗体、抗原、アブザイム、その他のタンパク質、核酸、ｃＤＮ
Ａ、ＤＮＡ、ＲＮＡなど、生体由来の物質と特異的に結合可能で、かつ、塩基配列や塩基
の長さ、組成などが既知の特異的結合物質を、スポッター装置を用いて、滴下して、多数
の独立したスポットを形成し、次いで、細胞、ウィルス、ホルモン類、腫瘍マーカー、酵
素、抗体、抗原、アブザイム、その他のタンパク質、核酸、ｃＤＮＡ、ＤＮＡ、ｍＲＮＡ
など、抽出、単離などによって、生体から採取され、あるいは、さらに、化学的処理、化
学修飾などの処理が施された生体由来の物質であって、放射性標識物質によって標識され
た物質を、ハイブリダイゼーションなどによって、特異的結合物質に、特異的に結合させ
たマクロアレイを、輝尽性蛍光体を含む輝尽性蛍光体層が形成された蓄積性蛍光体シート
と密着させて、輝尽性蛍光体層を露光し、しかる後に、輝尽性蛍光体層に励起光を照射し
、輝尽性蛍光体層から発せられた輝尽光を光電的に検出して、生化学解析用データを生成
し、生体由来の物質を解析する放射性標識物質を用いたマクロアレイ解析システムも開発
されている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
マイクロアレイ解析システムやマクロアレイ解析システムにおいては、メンブレンフィル
タなどの生化学解析用ユニットの表面の異なる位置に、特異的結合物質を含む溶液を滴下
して、多数のスポット状領域を形成し、放射性標識物質、蛍光物質、化学発光基質と接触
させることによって化学発光を生じさせる標識物質などによって標識された生体由来の物
質を、スポット状領域に含まれている特異的結合物質にハイブリダイズさせて、特異的結
合物質を選択的に標識し、多数のスポット状領域に選択的に含まれている放射性標識物質
によって、蓄積性蛍光体シートの輝尽性蛍光体層を露光し、露光された輝尽性蛍光体層を
、励起光によって走査して、輝尽性蛍光体層に含まれている輝尽性蛍光体を励起し、輝尽
性蛍光体から放出された輝尽光を光電的に検出して、生化学解析用データを生成し、ある
いは、多数のスポット状領域を、励起光によって走査して、多数のスポット状領域に選択
的に含まれている蛍光物質を励起し、蛍光物質から放出された蛍光を光電的に検出して、
生化学解析用データを生成し、あるいは、多数のスポット状領域に選択的に含まれている
標識物質を化学発光基質と接触させ、標識物質から放出される化学発光を光電的に検出し
て、生化学解析用データを生成することが要求されている。
【０００９】
特異的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイズさせる場合、従来は、実験者が、手作
業で、特異的結合物質を含む多数のスポット状領域が形成されたメンブレンフィルタなど
の生化学解析用ユニットを、ハイブリダイゼーションバッグ内に入れ、ハイブリダイゼー
ションバッグ内に、放射性標識物質、蛍光物質、化学発光基質と接触させることによって
化学発光を生じさせる標識物質などによって標識された生体由来の物質を含むハイブリダ
イゼーション反応溶液を加え、ハイブリダイゼーションバッグに振動を加えて、生体由来
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の物質を、対流あるいは拡散によって移動させて、特異的結合物質と生体由来の物質をハ
イブリダイズさせ、生化学解析用ユニットをハイブリダイゼーションバッグから取り出し
て、洗浄溶液が満たされた容器内に入れ、洗浄するのが一般であった。
【００１０】
しかしながら、実験者が、手作業で、生化学解析用ユニットを、ハイブリダイゼーション
バッグ内に入れて、ハイブリダイゼーション反応溶液を加え、ハイブリダイゼーションバ
ッグに振動を加えて、特異的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイズさせる場合には
、ハイブリダイゼーション反応溶液を、特異的結合物質を含む多数のスポット状領域に、
均一に接触させることは困難であり、したがって、効率的に、特異的結合物質と生体由来
の物質をハイブリダイズさせることができないという問題があった。
【００１１】
さらに、実験者が、手作業で、生化学解析用ユニットを、ハイブリダイゼーションバッグ
内に入れて、ハイブリダイゼーション反応溶液を加え、ハイブリダイゼーションバッグに
振動を加えて、特異的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイズさせ、生化学解析用ユ
ニットをハイブリダイゼーションバッグから取り出して、洗浄溶液が満たされた容器内に
入れ、洗浄する場合には、実験者によって、ハイブリダイゼーションの結果がばらつき、
再現性が低下することは避けられず、また、同じ実験者であっても、再現性が低下するお
それがあるという問題があった。
【００１２】
メンブレンフィルタなどの生化学解析用ユニットに、抗原あるいは抗体を固定し、抗原抗
体反応によって、固定された抗原あるいは抗体に、抗体あるいは抗原を結合させる場合の
ように、リガンドとリセプターを会合反応させる場合には、同様の問題があり、さらに、
メンブレンフィルタなどの生化学解析用ユニットに固定されたターゲットＤＮＡに、ジゴ
キシゲニンなどのハプテンによって標識されたプローブＤＮＡをハイブリダイズさせ、さ
らに、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識さ
れたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体や、蛍光基質と接触することによって、
蛍光物質を生じさせる性質を有する酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテ
ンに対する抗体を、抗原抗体反応によって、プローブＤＮＡを標識しているハプテンに結
合させて、ターゲットＤＮＡを標識する場合にも、同様の問題があった。
【００１３】
したがって、本発明は、生化学解析用ユニットに固定されたリガンドあるいはリセプター
に、効率的に、リセプターあるいはリガンドを会合反応させることができ、しかも、再現
性よく、定量性に優れた生化学解析用データを生成することを可能にするリセプター・リ
ガンド会合反応方法およびそれに用いるリアクタを提供することを目的とするものである
。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明のかかる目的は、標識物質によって標識されたリガンドまたはリセプターを含む反
応溶液を、リセプターまたはリガンドを含む複数の吸着性領域が、互いに離間して形成さ
れた生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用ユニッ
トの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させるとともに、前記生化学解
析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも１つの逆止弁を介して、流
動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域に含まれたリセプターまたは
リガンドに、前記反応溶液に含まれたリガンドまたはリセプターを、選択的に、会合させ
ることを特徴とするリセプター・リガンド会合反応方法によって達成される。
【００１５】
本発明において、リセプター・リガンド会合反応は、ハイブリダイゼーション反応、抗原
抗体反応を含んでいる。
【００１６】
本発明によれば、標識物質によって標識されたリガンドまたはリセプターを含む反応溶液
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を、リセプターまたはリガンドを含む複数の吸着性領域が、互いに離間して形成された生
化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、生化学解析用ユニットの複数の
吸着性領域を横切るように、強制的に流動させているから、複数の吸着性領域に含まれた
リセプターまたはリガンドと、反応溶液に含まれたリガンドまたはリセプターとが出会う
確率を大幅に増大させることができ、したがって、リセプターとリガンドとを、所望のよ
うに、会合反応させることが可能になり、その一方で、生化学解析用ユニットの他方の側
から、一方の側に向けては、反応溶液を、少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させて
いるから、駆動負荷が過度に増大することを防止することが可能になる。
【００１７】
本発明の好ましい実施態様においては、標識物質によって標識された生体由来の物質を含
む溶液を、特異的結合物質を含む複数の吸着性領域が、互いに離間して形成された生化学
解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用ユニットの前記複
数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させるとともに、前記生化学解析用ユニッ
トの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させ、前
記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域に含まれた特異的結合物質に、生体由来
の物質を、選択的に、会合させるように構成されている。
【００１８】
本発明の好ましい実施態様によれば、標識物質によって標識された生体由来の物質を含む
溶液を、生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用ユ
ニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させているから、ハイブリ
ダイゼーション反応溶液を含むハイブリダイゼーションバッグに振動を加えて、生体由来
の物質を、対流あるいは拡散によって移動させて、特異的結合物質と生体由来の物質をハ
イブリダイズさせる場合に比して、ハイブリダイゼーションの効率を大幅に向上させるこ
とが可能になるとともに、生体由来の物質が、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域
の深い部分に含まれている特異的結合物質と出会う確率を大幅に増大させることができ、
所望のように、特異的結合物質と生体由来の物質とをハイブリダイズさせることが可能に
なり、その一方で、生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けては、生体由
来の物質を含む溶液を、少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させているから、駆動負
荷が過度に増大することを防止することが可能になる。
【００１９】
本発明の別の好ましい実施態様においては、標識酵素が結合された抗体を含む抗体溶液を
、特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズされた生体由来の物質を抗原標識してい
る抗原を含む複数の吸着性領域が、互いに離間して形成された生化学解析用ユニットの一
方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横
切るように、強制的に流動させるとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、
一方の側に向けて、少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニ
ットの前記複数の吸着性領域に含まれた抗原に、標識酵素が結合された抗体を、選択的に
、抗原抗体反応させるように構成されている。
【００２０】
本発明の別の好ましい実施態様によれば、標識酵素が結合された抗体を含む抗体溶液を、
生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用ユニットの
前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させているから、複数の吸着性領域
に含まれた特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズされた生体由来の物質を抗原標
識している抗原と、標識酵素が結合された抗体とが出会う確率を大幅に増大させることが
でき、したがって、生体由来の物質を抗原標識している抗原と、標識酵素が結合された抗
体とを、所望のように、抗原抗体反応させることが可能になり、その一方で、生化学解析
用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、標識酵素が結合された抗体を含む抗体溶
液を、少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させているから、駆動負荷が過度に増大す
ることを防止することが可能になる。
【００２１】
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本発明の好ましい実施態様においては、ピストンを備えた少なくとも１つのシリンジを用
いて、前記反応溶液を、前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、
前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させる
とともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも１
つの逆止弁を介して、流動させるように構成されている。
【００２２】
本発明の別の好ましい実施態様においては、互いに対向する２枚のダイアフラムを変形さ
せて、前記反応溶液を、前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、
前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させる
とともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも１
つの逆止弁を介して、流動させるように構成されている。
【００２３】
本発明の好ましい実施態様においては、前記反応溶液が、放射性標識物質、蛍光物質およ
び化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる標識物質よりなる群から
選ばれる少なくとも１種の標識物質によって標識されたリガンドまたはリセプターを含ん
でいる。
【００２４】
本発明の好ましい実施態様においては、標識物質によって標識された生体由来の物質が含
む前記反応溶液を、構造または特性が既知の特異的結合物質を含む複数の吸着性領域が、
互いに離間して形成された前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて
、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させ
るとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも
１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域に
含まれた前記特異的結合物質に、前記反応溶液に含まれ、前記標識物質によって標識され
た前記生体由来の物質を、選択的に、ハイブリダイズさせるように構成されている。
【００２５】
本発明の別の好ましい実施態様においては、標識物質によって標識された抗体または抗原
が含む前記反応溶液を、抗原または抗体を含む複数の吸着性領域が、互いに離間して形成
された前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用
ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させるとともに、前記生
化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも１つの逆止弁を介し
て、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域に含まれた前記抗原ま
たは抗体に、前記反応溶液に含まれ、前記標識物質によって標識された抗体または抗原を
、抗原抗体反応によって、選択的に結合させるように構成されている。
【００２６】
本発明の別の好ましい実施態様においては、ハプテンによって標識された生体由来の物質
を含む前記反応溶液を、構造または特性が既知の特異的結合物質を含む複数の吸着性領域
が、互いに離間して形成された前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向
けて、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動
させるとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なく
とも１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領
域に含まれた前記特異的結合物質に、前記反応溶液に含まれ、前記ハプテンによって標識
された前記生体由来の物質を、選択的に、ハイブリダイズさせ、さらに、標識酵素によっ
て標識された前記ハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、前記生化学解析用ユニットの
一方の側から、他方の側に向けて、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を
横切るように、強制的に流動させるとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から
、一方の側に向けて、少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユ
ニットの前記複数の吸着性領域に含まれた前記ハプテンに、前記標識酵素によって標識さ
れた抗体を、抗原抗体反応によって、結合させるように構成されている。
【００２７】
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本発明において、ハプテン／抗体の組合わせの例としては　ジゴキシゲニン /抗ジゴキシ
ゲニン抗体、テオフィリン／抗テオフィリン抗体、フルオロセイン /抗フルオロセイン抗
体などをあげることができる。また、ハプテン／抗体ではなく、ビオチン／アヴィジンや
抗原 /抗体などの組合わせを利用することも可能である。
【００２８】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、ハプテンによって標識された生体由来の物
質を含む前記反応溶液を、構造または特性が既知の特異的結合物質を含む複数の吸着性領
域が、互いに離間して形成された前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に
向けて、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流
動させるとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少な
くとも１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性
領域に含まれた前記特異的結合物質に、前記反応溶液に含まれ、前記ハプテンによって標
識された前記生体由来の物質を、選択的に、ハイブリダイズさせ、さらに、化学発光基質
と接触させることによって、化学発光を生じさせる酵素により標識された前記ハプテンに
対する抗体を含む抗体溶液を、前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向
けて、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動
させるとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なく
とも１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領
域に含まれた前記ハプテンに、前記酵素によって標識された抗体を、抗原抗体反応によっ
て、結合させるように構成されている。
【００２９】
本発明の別の好ましい実施態様においては、ハプテンによって標識された生体由来の物質
を含む前記反応溶液を、構造または特性が既知の特異的結合物質を含む複数の吸着性領域
が、互いに離間して形成された前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向
けて、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動
させるとともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なく
とも１つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領
域に含まれた前記特異的結合物質に、前記反応溶液に含まれ、前記ハプテンによって標識
された前記生体由来の物質を、選択的に、ハイブリダイズさせ、さらに、蛍光基質と接触
させることによって、蛍光物質を生じさせる酵素により標識された前記ハプテンに対する
抗体を含む抗体溶液を、前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、
前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させる
とともに、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも１
つの逆止弁を介して、流動させ、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域に含
まれた前記ハプテンに、前記酵素によって標識された抗体を、抗原抗体反応によって、結
合させるように構成されている。
【００３０】
本発明の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットが、複数の孔が、互い
に離間して形成された基板を備え、前記複数の吸着性領域が、前記基板に形成された前記
複数の孔に充填された吸着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成され
ている。
【００３１】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットが、複数の貫通
孔が、互いに離間して形成された基板を備え、前記複数の吸着性領域が、前記基板に形成
された前記複数の貫通孔に充填された吸着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有さ
せて、形成されている。
【００３２】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸
着性領域が、前記基板に形成された複数の貫通孔内に、吸着性材料を含んだ吸着性膜が圧
入され、吸着性膜に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている。
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【００３３】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットが、複数の凹部
が、互いに離間して形成された基板を備え、前記複数の吸着性領域が、前記基板に形成さ
れた前記複数の凹部に充填された吸着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有させて
、形成されている。
【００３４】
本発明の別の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットが、吸着性基板と
、複数の貫通孔が、互いに離間して形成され、前記吸着性基板の少なくとも一方の面に密
着された基板を備え、前記複数の吸着性領域が、前記基板に形成された前記複数の貫通孔
内の前記吸着性基板に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている。
【００３５】
本発明の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、１０以上の吸着性
領域が形成されている。
【００３６】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、５０以上の
吸着性領域が形成されている。
【００３７】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、１００以上
の吸着性領域が形成されている。
【００３８】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、５００以上
の吸着性領域が形成されている。
【００３９】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、１０００以
上の吸着性領域が形成されている。
【００４０】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、５０００以
上の吸着性領域が形成されている。
【００４１】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、１００００
以上の吸着性領域が形成されている。
【００４２】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、５００００
以上の吸着性領域が形成されている。
【００４３】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、１００００
０以上の吸着性領域が形成されている。
【００４４】
本発明の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領
域が、それぞれ、５平方ミリメートル未満のサイズを有している。
【００４５】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸
着性領域が、それぞれ、１平方ミリメートル未満のサイズを有している。
【００４６】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸
着性領域が、それぞれ、０．５平方ミリメートル未満のサイズを有している。
【００４７】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸
着性領域が、それぞれ、０．１平方ミリメートル未満のサイズを有している。
【００４８】
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本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸
着性領域が、それぞれ、０．０５平方ミリメートル未満のサイズを有している。
【００４９】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸
着性領域が、それぞれ、０．０１平方ミリメートル未満のサイズを有している。
【００５０】
本発明の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の吸着性
領域が、１０個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５１】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の
吸着性領域が、５０個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５２】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の
吸着性領域が、１００個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５３】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の
吸着性領域が、５００個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５４】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の
吸着性領域が、１０００個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５５】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の
吸着性領域が、５０００個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５６】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の
吸着性領域が、１００００個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５７】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の
吸着性領域が、５００００個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５８】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の
吸着性領域が、１０００００個／平方センチメートル以上の密度で形成されている。
【００５９】
本発明の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットに、前記複数の吸着性
領域が、規則的なパターンで形成されている。
【００６０】
本発明の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板に、前記複
数の貫通孔が、それぞれ、略円形に形成されている。
【００６１】
本発明において、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
孔に充填された吸着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている
場合、あるいは、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
貫通孔内の吸着性基板に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている場合
には、好ましくは、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、放射線を減衰させる性質を
有している。
【００６２】
本発明の好ましい実施態様によれば、生化学解析用ユニットの基板が、放射線を減衰させ
る性質を有しているから、生化学解析用ユニットに、吸着性領域を高密度に形成し、生化
学解析用ユニットの複数の吸着性領域に含まれた特異的結合物質に、放射性標識物質によ
って標識された生体由来の物質を、ハイブリダイズさせて、選択的に標識し、生化学解析
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用ユニットと輝尽性蛍光体層が形成された蓄積性蛍光体シートとを重ね合わせて、複数の
吸着性領域に選択的に含まれた放射性標識物質によって、蓄積性蛍光体シートの支持体に
形成された輝尽性蛍光体層を露光し、蓄積性蛍光体シートの輝尽性蛍光体層に放射線デー
タを記録する場合にも、各吸着性領域に含まれている放射性標識物質から放出された電子
線（β線）が、生化学解析用ユニットの基板内で散乱することを効果的に防止することが
でき、したがって、各吸着性領域に含まれている放射性標識物質から放出された電子線（
β線）を、対応する輝尽性蛍光体層の領域に、選択的に入射させて、対応する輝尽性蛍光
体層の領域のみを露光することが可能になるから、放射性標識物質によって露光された輝
尽性蛍光体層を、励起光によって走査し、輝尽性蛍光体層から放出された輝尽光を光電的
に検出することによって、高い分解能で、定量性に優れた生化学解析用のデータを生成す
ることが可能になる。
【００６３】
本発明の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、隣り合
う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、放射線が前記基板中を透過したときに、
放射線のエネルギーを、１／５以下に減衰させる性質を有している。
【００６４】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、放射線が前記基板中を透過したと
きに、放射線のエネルギーを、１／１０以下に減衰させる性質を有している。
【００６５】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、放射線が前記基板中を透過したと
きに、放射線のエネルギーを、１／５０以下に減衰させる性質を有している。
【００６６】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、放射線が前記基板中を透過したと
きに、放射線のエネルギーを、１／１００以下に減衰させる性質を有している。
【００６７】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、放射線が前記基板中を透過したと
きに、放射線のエネルギーを、１／５００以下に減衰させる性質を有している。
【００６８】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、放射線が前記基板中を透過したと
きに、放射線のエネルギーを、１／１０００以下に減衰させる性質を有している。
【００６９】
本発明において、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
孔に充填された吸着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている
場合、あるいは、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
貫通孔内の吸着性基板に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている場合
には、好ましくは、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、光を減衰させる性質を有し
ている。
【００７０】
本発明の好ましい実施態様によれば、生化学解析用ユニットの基板が、光を減衰させる性
質を有しているから、生化学解析用ユニットの基板に、吸着性領域を高密度に形成し、複
数の吸着性領域に含まれた特異的結合物質に、蛍光物質や化学発光基質と接触させること
によって化学発光を生じさせる標識物質などによって標識された生体由来の物質を、選択
的に、結合させた場合にも、多数の吸着性領域から放出される蛍光や化学発光が、基板内
で散乱して、隣り合う吸着性領域から放出された蛍光や化学発光と混ざり合うことを効果
的に防止することが可能になり、したがって、蛍光や化学発光を光電的に検出して、定量
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性に優れた生化学解析用データを生成することが可能になる。
【００７１】
本発明の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、隣り合
う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、光が前記基板中を透過したときに、光の
エネルギーを、１／５以下に減衰させる性質を有している。
【００７２】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、光が前記基板中を透過したときに
、光のエネルギーを、１／１０以下に減衰させる性質を有している。
【００７３】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、光が前記基板中を透過したときに
、光のエネルギーを、１／５０以下に減衰させる性質を有している。
【００７４】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、光が前記基板中を透過したときに
、光のエネルギーを、１／１００以下に減衰させる性質を有している。
【００７５】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、光が前記基板中を透過したときに
、光のエネルギーを、１／５００以下に減衰させる性質を有している。
【００７６】
本発明のさらに好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットの前記基板が、
隣り合う前記吸着性領域の間の距離に等しい距離だけ、光が前記基板中を透過したときに
、光のエネルギーを、１／１０００以下に減衰させる性質を有している。
【００７７】
本発明において、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
孔に充填された吸着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている
場合、あるいは、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
貫通孔内の吸着性基板に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている場合
には、生化学解析用ユニットの基板を形成するための材料は、放射線および／または光を
減衰させる性質を有していることが好ましいが、とくに限定されるものではなく、無機化
合物材料、有機化合物材料のいずれをも使用することができ、金属材料、セラミック材料
またはプラスチック材料が、好ましく使用される。
【００７８】
本発明において、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
孔に充填された吸着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている
場合、あるいは、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
貫通孔内の吸着性基板に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている場合
に、生化学解析用ユニットの基板を形成するために好ましく使用することのできる無機化
合物材料としては、たとえば、金、銀、銅、亜鉛、アルミニウム、チタン、タンタル、ク
ロム、鉄、ニッケル、コバルト、鉛、錫、セレンなどの金属；真鍮、ステンレス、青銅な
どの合金；シリコン、アモルファスシリコン、ガラス、石英、炭化ケイ素、窒化ケイ素な
どの珪素材料；酸化アルミニウム、酸化マグネシウム、酸化ジルコニウムなどの金属酸化
物；タングステンカーバイト、炭酸カルシウム、硫酸カルシウム、ヒドロキシアパタイト
、砒化ガリウムなどの無機塩を挙げることができる。これらは、単結晶、アモルファス、
セラミックのような多結晶焼結体にいずれの構造を有していてもよい。
【００７９】
本発明において、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
孔に充填された吸着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている
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場合、あるいは、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の
貫通孔内の吸着性基板に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている場合
に、生化学解析用ユニットの基板を形成するために使用可能な有機化合物材料としては、
高分子化合物が好ましく用いられ、好ましく使用することのできる高分子化合物としては
、たとえば、ポリエチレンやポリプロピレンなどのポリオレフィン；ポリメチルメタクリ
レート、ブチルアクリレート／メチルメタクリレート共重合体などのアクリル樹脂；ポリ
アクリロニトリル；ポリ塩化ビニル；ポリ塩化ビニリデン；ポリフッ化ビニリデン；ポリ
テトラフルオロエチレン；ポリクロロトリフルオロエチレン；ポリカーボネート；ポリエ
チレンナフタレートやポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル；ナイロン６、ナ
イロン６，６、ナイロン４，１０などのナイロン；ポリイミド；ポリスルホン；ポリフェ
ニレンサルファイド；ポリジフェニルシロキサンなどのケイ素樹脂；ノボラックなどのフ
ェノール樹脂；エポキシ樹脂；ポリウレタン；ポリスチレン；ブタジエン－スチレン共重
合体；セルロース、酢酸セルロース、ニトロセルロース、でん粉、アルギン酸カルシウム
、ヒドロキシプロピルメチルセルロースなどの多糖類；キチン；キトサン；ウルシ；ゼラ
チン、コラーゲン、ケラチンなどのポリアミドおよびこれら高分子化合物の共重合体など
を挙げることができる。これらは、複合材料でもよく、必要に応じて、金属酸化物粒子や
ガラス繊維などを充填することもでき、また、有機化合物材料をブレンドして、使用する
こともできる。
【００８０】
一般に、比重が大きいほど、放射線の減衰能が高くなるので、生化学解析用ユニットの複
数の吸着性領域が、基板に形成された複数の孔に充填された吸着性材料に、リセプターま
たはリガンドを含有させて、形成されている場合、あるいは、生化学解析用ユニットの複
数の吸着性領域が、基板に形成された複数の貫通孔内の吸着性基板に、リセプターまたは
リガンドを含有させて、形成されている場合には、生化学解析用ユニットの基板は、比重
１．０ｇ／ｃｍ３ 以上の化合物材料または複合材料によって形成されることが好ましく、
比重が１．５ｇ／ｃｍ３ 以上、２３ｇ／ｃｍ３ 以下の化合物材料または複合材料によって
形成されることが、とくに好ましい。
【００８１】
また、一般に、光の散乱および／または吸収が大きいほど、光の減衰能が高くなるので、
生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の孔に充填された吸
着性材料に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている場合、あるいは、
生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域が、基板に形成された複数の貫通孔内の吸着性
基板に、リセプターまたはリガンドを含有させて、形成されている場合には、生化学解析
用ユニットの基板は、厚さ１ｃｍあたりの吸光度が０．３以上であることが好ましく、厚
さ１ｃｍあたりの吸光度が１以上であれば、さらに好ましい。ここに、吸光度は、厚さＴ
ｃｍの板状体の直後に、積分球を置き、計測に利用するプローブ光またはエミッション光
の波長における透過光量Ａを分光光度計によって測定し、Ａ／Ｔを算出することによって
、求められる。光減衰能を向上させるために、光散乱体や光吸収体を、生化学解析用ユニ
ットの基板に含有させることもできる。光散乱体としては、生化学解析用ユニットの基板
を形成している材料と異なる材料の微粒子が用いられ、光吸収体としては、顔料または染
料が用いられる。
【００８２】
本発明の別の好ましい実施態様においては、前記生化学解析用ユニットが、吸着性基板を
備え、前記複数の吸着性領域が、前記吸着性基板に、リセプターまたはリガンドを含有さ
せて、形成されている。
【００８３】
本発明において、生化学解析用ユニットの吸着性領域あるいは吸着性基板を形成するため
の吸着性材料としては、多孔質材料あるいは繊維材料が好ましく使用される。多孔質材料
と繊維材料とを併用して、吸着性領域あるいは吸着性基板を形成することもできる。
【００８４】

10

20

30

40

50

(13) JP 3721334 B2 2005.11.30



本発明において、生化学解析用ユニットの吸着性領域あるいは吸着性基板を形成するため
に使用される多孔質材料は、有機材料、無機材料のいずれでもよく、有機／無機複合体で
もよい。
【００８５】
本発明において、生化学解析用ユニットの吸着性領域あるいは吸着性基板を形成するため
に使用される有機多孔質材料は、とくに限定されるものではないが、活性炭などの炭素材
料あるいはメンブレンフィルタを形成可能な材料が、好ましく用いられる。具体的には、
ナイロン６、ナイロン６，６、ナイロン４，１０などのナイロン類；ニトロセルロース、
酢酸セルロース、酪酸酢酸セルロースなどのセルロース誘導体；コラーゲン；アルギン酸
、アルギン酸カルシウム、アルギン酸／ポリリシンポリイオンコンプレックスなどのアル
ギン酸類；ポリエチレン、ポリプロピレンなどのポリオレフィン類；ポリ塩化ビニル；ポ
リ塩化ビニリデン；ポリフッ化ビニリデン、ポリテトラフルオライドなどのポリフルオラ
イドや、これらの共重合体または複合体が挙げられる。
【００８６】
本発明において、生化学解析用ユニットの吸着性領域あるいは吸着性基板を形成するため
に使用される無機多孔質材料は、とくに限定されるものではないが、好ましくは、たとえ
ば、白金、金、鉄、銀、ニッケル、アルミニウムなどの金属；アルミナ、シリカ、チタニ
ア、ゼオライトなどの金属酸化物；ヒドロキシアパタイト、硫酸カルシウムなどの金属塩
やこれらの複合体などが挙げられる。
【００８７】
本発明において、生化学解析用ユニットの吸着性領域あるいは吸着性基板を形成するため
に使用される繊維材料は、とくに限定されるものではないが、好ましくは、たとえば、ナ
イロン６、ナイロン６，６、ナイロン４，１０などのナイロン類、ニトロセルロース、酢
酸セルロース、酪酸酢酸セルロースなどのセルロース誘導体などが挙げられる。
【００８８】
本発明において、生化学解析用ユニットの吸着性領域は、電解処理、プラズマ処理、アー
ク放電などの酸化処理；シランカップリング剤、チタンカップリング剤などを用いたプラ
イマー処理；界面活性剤処理などの表面処理によって形成することもできる。
【００８９】
本発明の前記目的はまた、リセプターまたはリガンドを含む複数の吸着性領域が、互いに
離間して形成された生化学解析用ユニットを保持し、少なくとも１つの逆止弁が形成され
た生化学解析用ユニット保持部を備え、リガンドまたはリセプターを含む反応溶液を収容
可能な反応容器と、前記反応容器内に収容された前記反応溶液を、前記生化学解析用ユニ
ット保持部に保持された前記生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、
前記生化学解析用ユニットの前記複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させる
とともに、前記反応溶液を、前記生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向け
て、前記少なくとも１つの逆止弁を介して、強制的に流動させる溶液流動手段を備えたこ
とを特徴とするリアクタによって達成される。
【００９０】
本発明によれば、リアクタは、リセプターまたはリガンドを含む複数の吸着性領域が、互
いに離間して形成された生化学解析用ユニットを保持し、少なくとも１つの逆止弁が形成
された生化学解析用ユニット保持部を備え、リガンドまたはリセプターを含む反応溶液を
収容可能な反応容器と、反応容器内に収容された反応溶液を、生化学解析用ユニット保持
部に保持された生化学解析用ユニットの一方の側から、他方の側に向けて、生化学解析用
ユニットの複数の吸着性領域を横切るように、強制的に流動させるとともに、反応溶液を
、生化学解析用ユニットの他方の側から、一方の側に向けて、少なくとも１つの逆止弁を
介して、強制的に流動させる溶液流動手段を備えているから、溶液流動手段を用いて、反
応溶液を、生化学解析用ユニット保持部に保持された生化学解析用ユニットの一方の側か
ら、他方の側に向けて、生化学解析用ユニットの複数の吸着性領域を横切るように、強制
的に流動させることによって、複数の吸着性領域に含まれたリセプターまたはリガンドと
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、反応溶液に含まれたリガンドまたはリセプターとが出会う確率を大幅に増大させること
ができ、したがって、リセプターとリガンドとを、所望のように、会合反応させることが
可能になり、その一方で、溶液流動手段により、生化学解析用ユニットの他方の側から、
一方の側に向けて、反応溶液を、少なくとも１つの逆止弁を介して、流動させているから
、駆動負荷が過度に増大することを防止することが可能になる。
【００９１】
本発明の好ましい実施態様においては、前記溶液流動手段が、ピストンを備えた少なくと
も１つのシリンジによって構成されている。
【００９２】
本発明の別の好ましい実施態様においては、前記溶液流動手段が、互いに対向し、変形可
能な２枚のダイアフラムによって構成されている。
【００９３】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面に基づいて、本発明の好ましい実施態様につき、詳細に説明を加える。
【００９４】
図１は、本発明の好ましい実施態様にかかるリセプター・リガンド会合反応方法に用いら
れる生化学解析用ユニットの略斜視図である。
【００９５】
図１に示されるように、本実施態様にかかる生化学解析用ユニット１は、アルミニウムに
よって形成され、多数の略円形状の貫通孔３が高密度に形成された基板２を備えており、
多数の貫通孔３の内部には、ナイロン６が充填されて、多数のドット状の吸着性領域４が
形成されている。
【００９６】
図１には正確に示されていないが、本実施態様においては、約０．０１平方ミリメートル
のサイズを有する略円形の貫通孔３が、１２０列×１６０行のマトリックス状に、規則的
に、基板２に形成されており、したがって、合計１９２００の吸着性領域４が形成されて
いる。吸着性領域４は、その表面が、基板２の表面と同じ高さに位置するように、多数の
貫通孔３内に、ナイロン６が充填されて、形成されている。
【００９７】
生化学解析にあたっては、生化学解析用ユニット１に規則的に形成された多数の吸着性領
域４内に、たとえば、特異的結合物質として、塩基配列が既知の互いに異なった複数のｃ
ＤＮＡが、スポッティング装置を使用して、滴下され、吸着性領域４内に吸着される。
【００９８】
図２は、スポッティング装置の略正面図である。
【００９９】
図２に示されるように、スポッティング装置は、特異的結合物質の溶液を、生化学解析用
ユニット１の表面に向けて噴射するインジェクタ５とＣＣＤカメラ６を備え、ＣＣＤカメ
ラ６によって、インジェクタ５の先端部と、特異的結合物質を滴下すべき生化学解析用ユ
ニット１の吸着性領域４を観察しながら、インジェクタ５の先端部と、特異的結合物質を
滴下すべき吸着性領域４の中心とが合致したときに、インジェクタ５から、塩基配列が既
知の互いに異なった複数のｃＤＮＡなどの特異的結合物質が滴下されるように構成され、
生化学解析用ユニット１の多数のドット状の吸着性領域４内に、特異的結合物質を、正確
に滴下することができるように保証されている。
【０１００】
次いで、こうして、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に
吸着されたｃＤＮＡなどの特異的結合物質に、標識物質によって標識された生体由来の物
質が、選択的に、ハイブリダイズされる。
【０１０１】
図３は、本発明の好ましい実施態様にかかるリセプター・リガンド会合反応方法に用いら
れるリアクタの略縦断面図である。
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【０１０２】
図３に示されるように、本実施態様にかかるリアクタは、生化学解析用ユニット１を保持
する生化学解析用ユニット保持部７が形成された反応容器８を備えている。
【０１０３】
反応容器８は、蓋部材９とケーシング１０を有し、蓋部材９を開放することによって、反
応容器８内に、生化学解析用ユニット１をセットすることができるように構成されている
。
【０１０４】
図３に示されるように、反応容器８の蓋部材９のほぼ中央部には、溶液を注入可能な溶液
注入口１１が形成され、反応容器８のケーシング１０の底壁のほぼ中央部には、溶液を排
出可能な溶液排出口１２が形成されている。
【０１０５】
図３に示されるように、蓋部材９に形成された溶液注入口１１には、ピストン１３を備え
たシリンジ１４が着脱可能に取り付けられ、ケーシング１０の底壁に形成された溶液排出
口１２には、ピストン１５を備えたシリンジ１６が着脱可能に取り付けられている。
【０１０６】
ピストン１３およびピストン１４は、駆動手段（図示せず）によって、同期して、駆動さ
れるように構成されている。
【０１０７】
溶液注入口１１に、着脱可能に取り付けられるシリンジ１４には、エア排出用の開口部１
７が形成され、エア排出用の開口部１７は、キャップ（図示せず）によって、開閉可能に
構成されている。
【０１０８】
図４は、反応容器８の内部を示す略平面図である。
【０１０９】
図３および図４に示されるように、生化学解析用ユニット保持部７には、一対の逆止弁１
８、１８が、略対角関係に形成されている。一対の逆止弁１８、１８は、図３において、
下方から上方にのみ、液が流れることを許容するように構成されている。
【０１１０】
以上のように構成された本実施態様にかかるリアクタにおいては、以下のようにして、生
化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に含まれた特異的結合物質に、標識物質によ
って標識され、ハイブリダイゼーション反応溶液に含まれた生体由来の物質が、選択的に
、ハイブリダイズされる。
【０１１１】
放射性標識物質によって、ｃＤＮＡなどの特異的結合物質を選択的に標識する場合には、
放射性標識物質によって標識されたプローブである生体由来の物質を含むハイブリダイゼ
ーション反応溶液が調製される。
【０１１２】
一方、蛍光色素などの蛍光物質によって、ｃＤＮＡなどの特異的結合物質を選択的に標識
する場合には、蛍光色素などの蛍光物質によって標識されたプローブである生体由来の物
質を含むハイブリダイゼーション反応溶液が調製される。
【０１１３】
また、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる標識酵素によって、
ｃＤＮＡなどの特異的結合物質を選択的に標識する場合には、ジゴキシゲニンなどのハプ
テンによって標識された生体由来の物質を含むハイブリダイゼーション反応溶液が調製さ
れる。
【０１１４】
放射性標識物質によって標識された生体由来の物質、蛍光色素などの蛍光物質によって標
識された生体由来の物質およびジゴキシゲニンなどのハプテンによって標識された生体由
来の物質のうち、２以上の生体由来の物質およびを含むハイブリダイゼーション反応溶液
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を調製することもでき、本実施態様においては、放射性標識物質によって標識された生体
由来の物質、蛍光物質によって標識された生体由来の物質およびジゴキシゲニンなどのハ
プテンによって標識された生体由来の物質を含むハイブリダイゼーション反応溶液が調製
される。
【０１１５】
ハイブリダイゼーションにあたっては、溶液注入口１１から、シリンジ１４が取り外され
て、こうして、調製されたハイブリダイゼーション反応溶液が、溶液注入口１１を通じて
、反応容器８内に注入される。
【０１１６】
ハイブリダイゼーション反応溶液が、反応容器８内に注入されると、シリンジ１４が溶液
注入口１１に取り付けられ、キャップが取り外されて、エア排出用の開口部１７が開放さ
れる。
【０１１７】
次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ
１４のピストン１３が、図３において、下方に移動される。
【０１１８】
その結果、ピストン１３の下方のシリンジ１４の空間および反応容器８内に含まれていた
エアが、エア排出用の開口部１７から排出される。
【０１１９】
こうして、エアが排出されると、シリンジ１４のピストン１３が停止され、エア排出用の
開口部１７が、キャップによって閉じられる。
【０１２０】
次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、図３において、溶液注入口１１に取り付け
られたシリンジ１４のピストン１３が、上方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、上方に移動される。
【０１２１】
その結果、図３において、矢印Ｂで示されるように、反応容器８内に満たされたハイブリ
ダイゼーション反応溶液が、生化学解析用ユニット保持部７に形成された一対の逆止弁１
８、１８を通って、反応容器８内にセットされた生化学解析用ユニット１の下方から上方
に流れる。
【０１２２】
次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、図３において、溶液注入口１１に取り付け
られたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下方に移動される。
【０１２３】
その結果、反応容器８内に満たされたハイブリダイゼーション反応溶液が、上方から下方
に向けて、流動されるが、生化学解析用ユニット保持部７に形成された一対の逆止弁１８
、１８が、図３において、下方から上方にのみ、液が流れることを許容するように構成さ
れているため、ハイブリダイゼーション反応溶液は、図３において、矢印Ａで示されるよ
うに、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４を横切って、反応容器
８内にセットされた生化学解析用ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させられる
。
【０１２４】
このように、本実施態様においては、ハイブリダイゼーション反応溶液が、生化学解析用
ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４を横切って、強制的に流動されるか
ら、ハイブリダイゼーション反応溶液に含まれている生体由来の物質を、単に、対流ある
いは拡散によって移動させ、特異的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイズさせる場
合に比して、ハイブリダイゼーションの効率を大幅に向上させることが可能になるととも
に、生体由来の物質が、吸着性領域４の深い部分に含まれている特異的結合物質と出会う
確率を大幅に向上させることができ、所望のように、特異的結合物質と生体由来の物質を
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ハイブリダイズさせることが可能になる。
【０１２５】
さらに、駆動手段（図示せず）が駆動されて、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ
１４のピストン１３が、図３において、上方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、上方に移動されて、反応容器８内に満たさ
れたハイブリダイゼーション反応溶液が、図３において、矢印Ｂで示されるように、生化
学解析用ユニット保持部７に形成された一対の逆止弁１８、１８を通って、反応容器８内
にセットされた生化学解析用ユニット１の下方から上方に流動させられ、次いで、駆動手
段が駆動されて、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１３が、下方
に移動されるとともに、溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピストン１５が
、下方に移動されて、反応容器８内に満たされたハイブリダイゼーション反応溶液が、図
３において、矢印Ａで示されるように、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸
着性領域４を横切って、反応容器８内にセットされた生化学解析用ユニット１の上方から
下方に、強制的に流動させられて、ハイブリダイゼーションが実行される。
【０１２６】
同様の動作が、所定の回数にわたって、繰り返され、ハイブリダイゼーションが完了する
。
【０１２７】
このように、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移
動されるとともに、溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下
方に移動されるたびに、反応容器８内に満たされたハイブリダイゼーション反応溶液が、
生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４を横切って、強制的に、反応
容器８内にセットされた生化学解析用ユニット１の上方から下方に流動させられるから、
ハイブリダイゼーションの効率を大幅に向上させることが可能になるとともに、ハイブリ
ダイゼーション反応溶液に含まれた生体由来の物質が、生化学解析用ユニット１に形成さ
れた多数の吸着性領域４の深い部分に吸着されている特異的結合物質に出会う確率を大幅
に向上させて、生体由来の物質を、生化学解析用ユニット１に形成された多数の吸着性領
域４の深い部分に含まれている特異的結合物質にも、効果的に、ハイブリダイズさせるこ
とができ、特異的結合物質と生体由来の物質を、所望のように、ハイブリダイズさせるこ
とが可能になる。
【０１２８】
こうして、ハイブリダイゼーションが完了すると、シリンジ１６が、溶液排出口１２から
取り外され、ハイブリダイゼーション反応溶液が、反応容器８内から排出される。
【０１２９】
反応容器８内からのハイブリダイゼーション反応溶液の排出が完了すると、シリンジ１６
が、溶液排出口１２に取り付けられ、溶液注入口１１から、シリンジ１４が取り外されて
、溶液注入口１１を通じて、洗浄溶液が、反応容器８内に注入される。
【０１３０】
洗浄溶液の反応容器８への注入が完了すると、シリンジ１４が溶液注入口１１に取り付け
られ、キャップが取り外されて、エア排出用の開口部１７が開放される。
【０１３１】
次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ
１４のピストン１３が、図３において、下方に移動される。
【０１３２】
その結果、ピストン１３の下方のシリンジ１４の空間および反応容器８内に含まれていた
エアが、エア排出用の開口部１７から排出される。
【０１３３】
こうして、エアが排出されると、シリンジ１４のピストン１３が停止され、エア排出用の
開口部１７が、キャップによって閉じられる。
【０１３４】
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次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、図３において、溶液注入口１１に取り付け
られたシリンジ１４のピストン１３が、上方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、上方に移動される。
【０１３５】
その結果、図３において、矢印Ｂで示されるように、反応容器８内に満たされた洗浄溶液
が、生化学解析用ユニット保持部７に形成された一対の逆止弁１８、１８を通って、反応
容器８内にセットされた生化学解析用ユニット１の下方から上方に流れる。
【０１３６】
次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、図３において、溶液注入口１１に取り付け
られたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下方に移動される。
【０１３７】
その結果、反応容器８内に満たされた洗浄溶液が、上方から下方に向けて、流動されるが
、生化学解析用ユニット保持部７に形成された一対の逆止弁１８、１８が、図３において
、下方から上方にのみ、液が流れることを許容するように構成されているため、洗浄溶液
は、図３において、矢印Ａで示されるように、生化学解析用ユニット１の基板２に形成さ
れた吸着性領域４を横切って、反応容器８内にセットされた生化学解析用ユニット１の上
方から下方に、強制的に流動させられる。
【０１３８】
したがって、ハイブリダイゼーションの工程で、特異的結合物質にハイブリダイズされる
べきでない生体由来の物質が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域
４に吸着していても、特異的結合物質にハイブリダイズされるべきではない生体由来の物
質を、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４から、効果的に剥離させ、除去する
ことが可能になる。
【０１３９】
さらに、駆動手段（図示せず）が駆動されて、図３において、溶液注入口１１に取り付け
られたシリンジ１４のピストン１３が、上方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、上方に移動されて、反応容器８内に満たさ
れた洗浄溶液が、図３において、矢印Ｂで示されるように、生化学解析用ユニット保持部
７に形成された一対の逆止弁１８、１８を通って、反応容器８内にセットされた生化学解
析用ユニット１の下方から上方に流動させられ、次いで、駆動手段が駆動されて、溶液注
入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移動されるとともに、
溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下方に移動されて、反
応容器８内に満たされた洗浄溶液が、図３において、矢印Ａで示されるように、生化学解
析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４を横切って、反応容器８内にセットさ
れた生化学解析用ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させられて、生化学解析用
ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４の洗浄が実行される。
【０１４０】
同様の動作が、所定の回数にわたって、繰り返され、生化学解析用ユニット１の多数の吸
着性領域４の洗浄が完了する。
【０１４１】
このように、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移
動されるとともに、溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下
方に移動されるたびに、反応容器８内に満たされた洗浄溶液は、生化学解析用ユニット１
の基板２に形成された吸着性領域４を横切って、強制的に、反応容器８内にセットされた
生化学解析用ユニット１の上方から下方に流動させられるから、ハイブリダイゼーション
の工程で、特異的結合物質にハイブリダイズされるべきでない生体由来の物質が、生化学
解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４に結合されていても、特異的結合物
質にハイブリダイズされるべきではない生体由来の物質を、生化学解析用ユニット１の多
数の吸着性領域４から、効果的に剥離させ、除去することが可能になり、洗浄効率を大幅
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に向上させることができる。
【０１４２】
こうして、洗浄操作が完了すると、シリンジ１６が、溶液排出口１２から取り外され、洗
浄溶液が、反応容器８内から排出される。
【０１４３】
以上のようにして、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に
、標識物質である放射性標識物質の放射線データおよび蛍光色素などの蛍光物質の蛍光デ
ータが記録される。生化学解析用ユニット１の吸着性領域４に記録された蛍光データは、
後述するスキャナによって読み取られ、生化学解析用データが生成される。
【０１４４】
これに対して、放射性標識物質の放射線データは、蓄積性蛍光体シートに転写され、蓄積
性蛍光体シートに転写された放射線データは、後述するスキャナによって読み取られて、
生化学解析用データが生成される。
【０１４５】
一方、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に、化学発光デ
ータを記録するためには、さらに、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生
じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体
溶液が調製されて、反応容器８内に供給される。
【０１４６】
すなわち、反応容器８内からの洗浄溶液の排出が完了すると、シリンジ１６が、溶液排出
口１２に取り付けられ、溶液注入口１１から、シリンジ１４が取り外されて、溶液注入口
１１を通じて、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によっ
て標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液が、反応容器８
内に注入される。
【０１４７】
抗体溶液の反応容器８への注入が完了すると、シリンジ１４が溶液注入口１１に取り付け
られ、キャップが取り外されて、エア排出用の開口部１７が開放される。
【０１４８】
次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ
１４のピストン１３が、図３において、下方に移動される。
【０１４９】
その結果、ピストン１３の下方のシリンジ１４の空間および反応容器８内に含まれていた
エアが、エア排出用の開口部１７から排出される。
【０１５０】
こうして、エアが排出されると、シリンジ１４のピストン１３が停止され、エア排出用の
開口部１７が、キャップによって閉じられる。
【０１５１】
次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、図３において、溶液注入口１１に取り付け
られたシリンジ１４のピストン１３が、上方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、上方に移動される。
【０１５２】
その結果、図３において、矢印Ｂで示されるように、反応容器８内に満たされた抗体溶液
が、生化学解析用ユニット保持部７に形成された一対の逆止弁１８、１８を通って、反応
容器８内にセットされた生化学解析用ユニット１の下方から上方に流れる。
【０１５３】
次いで、駆動手段（図示せず）が駆動されて、図３において、溶液注入口１１に取り付け
られたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下方に移動される。
【０１５４】
その結果、反応容器８内に満たされた抗体溶液が、上方から下方に向けて、流動されるが
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、生化学解析用ユニット保持部７に形成された一対の逆止弁１８、１８が、図３において
、下方から上方にのみ、液が流れることを許容するように構成されているため、抗体溶液
は、図３において、矢印Ａで示されるように、生化学解析用ユニット１の基板２に形成さ
れた吸着性領域４を横切って、反応容器８内にセットされた生化学解析用ユニット１の上
方から下方に、強制的に流動させられる。
【０１５５】
したがって、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に含まれ
ている特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズされた生体由来の物質を標識してい
るジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応によって、化学発光基質と接触させる
ことによって化学発光を生じさせる性質を有する酵素によって標識されたハプテンに対す
る抗体を、効率的に結合させることが可能になる。
【０１５６】
さらに、駆動手段（図示せず）が駆動されて、図３において、溶液注入口１１に取り付け
られたシリンジ１４のピストン１３が、上方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取
り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、上方に移動されて、反応容器８内に満たさ
れた抗体溶液が、図３において、矢印Ｂで示されるように、生化学解析用ユニット保持部
７に形成された一対の逆止弁１８、１８を通って、反応容器８内にセットされた生化学解
析用ユニット１の下方から上方に流動させられ、次いで、駆動手段が駆動されて、溶液注
入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移動されるとともに、
溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下方に移動されて、反
応容器８内に満たされた抗体溶液が、図３において、矢印Ａで示されるように、生化学解
析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４を横切って、反応容器８内にセットさ
れた生化学解析用ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させられて、抗原抗体反応
が実行される。
【０１５７】
同様の動作が、所定の回数にわたって、繰り返されて、抗原抗体反応が完了する。
【０１５８】
このように、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移
動されるとともに、溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下
方に移動されるたびに、反応容器８内に満たされた抗体溶液は、生化学解析用ユニット１
の基板２に形成された吸着性領域４を横切って、強制的に、反応容器８内にセットされた
生化学解析用ユニット１の上方から下方に流動させられるから、生化学解析用ユニット１
の基板２に形成された多数の吸着性領域４に含まれている特異的結合物質に、選択的に、
ハイブリダイズされた生体由来の物質を標識しているジゴキシゲニンなどのハプテンに、
抗原抗体反応によって、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる性
質を有する酵素によって標識されたハプテンに対する抗体を、効率的に結合させることが
可能になる。
【０１５９】
こうして、抗原抗体反応が完了すると、シリンジ１６が、溶液排出口１２から取り外され
、抗体溶液が、反応容器８内から排出される。
【０１６０】
反応容器８内からの抗体溶液の排出が完了すると、シリンジ１６が、溶液排出口１２に取
り付けられ、溶液注入口１１から、シリンジ１４が取り外されて、溶液注入口１１を通じ
て、洗浄溶液が、反応容器８内に注入され、上述したのと全く同様にして、生化学解析用
ユニット１の多数の吸着性領域４が、洗浄溶液によって、洗浄される。
【０１６１】
したがって、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１３が、下方に移
動されるとともに、溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピストン１５が、下
方に移動されるたびに、反応容器８内に満たされた洗浄溶液は、生化学解析用ユニット１
の基板２に形成された吸着性領域４を横切って、強制的に、反応容器８内にセットされた
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生化学解析用ユニット１の上方から下方に流動させられるから、抗原抗体反応の過程で、
ハプテンに結合されるべきでない抗体が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された
吸着性領域４に吸着していても、ハプテンに結合されるべきでない抗体を、生化学解析用
ユニット１の多数の吸着性領域４から、効果的に剥離させ、除去することが可能になり、
洗浄効率を大幅に向上させることができる。
【０１６２】
こうして、洗浄操作が完了すると、シリンジ１６が、溶液排出口１２から取り外され、洗
浄溶液が、反応容器８内から排出される。
【０１６３】
以上のようにして、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に
、化学発光データが記録される。生化学解析用ユニット１の吸着性領域４に記録された化
学発光データは、後述するデータ生成システムの冷却ＣＣＤカメラによって読み取られ、
生化学解析用データが生成される。
【０１６４】
図５は、蓄積性蛍光体シートの略斜視図である。
【０１６５】
図５に示されるように、本実施態様にかかる蓄積性蛍光体シート２０は、多数の略円形の
貫通孔２２が規則的に形成されたニッケル製の支持体２１を備え、支持体２１に形成され
た多数の貫通孔２２内に、輝尽性蛍光体が埋め込まれて、多数の輝尽性蛍光体層領域２４
が、ドット状に形成されている。
【０１６６】
多数の貫通孔２２は、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４
と同一のパターンで、支持体２１に形成され、各輝尽性蛍光体層領域２４は、生化学解析
用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４と等しいサイズを有するように、形成さ
れている。
【０１６７】
したがって、図５には正確に示されていないが、１９２００の約０．０１平方ミリメート
ルのサイズを有する略円形の輝尽性蛍光体層領域２４が、生化学解析用ユニット１の基板
２に形成された多数の吸着性領域４と同一の規則的なパターンにより、マトリックス状に
、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成されている。
【０１６８】
また、本実施態様においては、支持体２１の表面と、輝尽性蛍光体層領域２４の表面とが
同一の高さに位置するように、輝尽性蛍光体が、支持体２１に形成された貫通孔２２に埋
め込まれて、蓄積性蛍光体シート２０が形成されている。
【０１６９】
図６は、生化学解析用ユニット１に形成された多数の吸着性領域４に含まれた放射性標識
物質によって、蓄積性蛍光体シート２０に形成された多数の輝尽性蛍光体層領域２４を露
光する方法を示す略断面図である。
【０１７０】
図６に示されるように、露光にあたって、生化学解析用ユニット１に形成された多数の吸
着性領域４が、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成された多数の輝尽性蛍光体層
領域２４に対向するように、蓄積性蛍光体シート２０と生化学解析用ユニット１とが重ね
合わされる。
【０１７１】
こうして、所定の時間にわたって、蓄積性蛍光体シート２０に形成された多数の輝尽性蛍
光体層領域２４の各々と、生化学解析用ユニット１に形成された多数の吸着性領域４とを
対向させることによって、吸着性領域４に含まれた放射性標識物質によって、蓄積性蛍光
体シート２０に形成された多数の輝尽性蛍光体層領域２４に含まれた輝尽性蛍光体が露光
される。
【０１７２】
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この際、吸着性領域４に吸着されている放射性標識物質から電子線（β線）が発せられる
が、生化学解析用ユニット１の吸着性領域４は、放射線を減衰させる性質を有するアルミ
ニウムによって形成された基板２に、互いに離間して、形成されているから、各吸着性領
域４から放出された電子線（β線）が、生化学解析用ユニット１の基板２内で散乱して、
隣り合う吸着性領域４から放出された電子線（β線）と混ざり合い、隣り合う吸着性領域
４に対向する輝尽性蛍光体層領域２４に入射することを効果的に防止することができ、さ
らに、蓄積性蛍光体シート２０の多数の輝尽性蛍光体層領域２４は、放射線を減衰させる
性質を有するニッケル製の支持体２１に形成された複数の貫通孔２２内に、輝尽性蛍光体
を埋め込んで、形成されているから、各吸着性領域４から放出された電子線（β線）が、
蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１内で散乱して、対向する輝尽性蛍光体層領域２４に
隣り合う輝尽性蛍光体層領域２４に入射することを効果的に防止することが可能になり、
したがって、吸着性領域４に含まれている放射性標識物質から発せられた電子線（β線）
を、その吸着性領域４に対向する輝尽性蛍光体層領域２４に選択的に入射させることがで
き、吸着性領域４に含まれている放射性標識物質から発せられた電子線（β線）が、隣り
合う吸着性領域４から放出される電子線（β線）によって露光されるべき輝尽性蛍光体層
領域２４に入射して、輝尽性蛍光体を露光することを確実に防止することができる。
【０１７３】
こうして、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成された多数の輝尽性蛍光体層領域
２４に、放射性標識物質の放射線データが記録される。
【０１７４】
図７は、蓄積性蛍光体シート２０に形成された多数の輝尽性蛍光体層領域２４に記録され
た放射性標識物質の放射線データおよび生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に
記録された蛍光データを読み取って、生化学解析用データを生成するスキャナの略斜視図
であり、図８は、フォトマルチプライア近傍のスキャナの詳細を示す略斜視図である。
【０１７５】
本実施態様にかかるスキャナは、蓄積性蛍光体シート２０に形成された多数の輝尽性蛍光
体層領域２４に記録された放射性標識物質の放射線データおよび生化学解析用ユニット１
の多数の吸着性領域４に記録された蛍光色素などの蛍光データを読み取り可能に構成され
ており、６４０ｎｍの波長のレーザ光３４を発する第１のレーザ励起光源３１と、５３２
ｎｍの波長のレーザ光３４を発する第２のレーザ励起光源３２と、４７３ｎｍの波長のレ
ーザ光３４を発する第３のレーザ励起光源３３とを備えている。
【０１７６】
本実施態様においては、第１のレーザ励起光源３１は、半導体レーザ光源により構成され
、第２のレーザ励起光源３２および第３のレーザ励起光源３３は、第二高調波生成（ Seco
nd Harmonic Generation)素子によって構成されている。
【０１７７】
第１のレーザ励起光源３１により発せられたレーザ光３４は、コリメータレンズ３５によ
って、平行な光とされた後、ミラー４６によって反射される。第１のレーザ励起光源３１
から発せられ、ミラー４６によって反射されたレーザ光３４の光路には、６４０ｎｍのレ
ーザ光４を透過し、５３２ｎｍの波長の光を反射する第１のダイクロイックミラー３７お
よび５３２ｎｍ以上の波長の光を透過し、４７３ｎｍの波長の光を反射する第２のダイク
ロイックミラー４８が設けられており、第１のレーザ励起光源３１により発生されたレー
ザ光３４は、第１のダイクロイックミラー３７および第２のダイクロイックミラー４８を
透過して、ミラー３９に入射する。
【０１７８】
他方、第２のレーザ励起光源３２より発せられたレーザ光３４は、コリメータレンズ４０
によって、平行な光とされた後、第１のダイクロイックミラー３７によって反射されて、
その向きが９０度変えられて、第２のダイクロイックミラー４８を透過し、ミラー３９に
入射する。
【０１７９】
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また、第３のレーザ励起光源３３から発せられたレーザ光３４は、コリメータレンズ４１
によって、平行な光とされた後、第２のダイクロイックミラー４８により反射されて、そ
の向きが９０度変えられた後、ミラー３９に入射する。
【０１８０】
ミラー３９に入射したレーザ光３４は、ミラー３９によって反射され、さらに、ミラー４
２に入射して、反射される。
【０１８１】
ミラー４２によって反射されたレーザ光３４の光路には、中央部に穴４３が形成された凹
面ミラーによって形成された穴開きミラー４４が配置されており、ミラー４２によって反
射されたレーザ光３４は、穴開きミラー４４の穴４３を通過して、凹面ミラー４８に入射
する。
【０１８２】
凹面ミラー４８に入射したレーザ光３４は、凹面ミラー４８によって反射されて、光学ヘ
ッド４５に入射する。
【０１８３】
光学ヘッド４５は、ミラー４６と、非球面レンズ４７を備えており、光学ヘッド４５に入
射したレーザ光３４は、ミラー４６によって反射されて、非球面レンズ４７によって、ス
テージ５０のガラス板５１上に載置された蓄積性蛍光体シート２０あるいは生化学解析用
ユニット１に入射する。
【０１８４】
蓄積性蛍光体シート２０に、レーザ光３４が入射すると、蓄積性蛍光体シート２０の支持
体２１に形成された輝尽性蛍光体層領域２４に含まれている輝尽性蛍光体が励起され、輝
尽光５５が発せられ、また、生化学解析用ユニット１に、レーザ光３４が入射すると、生
化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４に含まれている蛍光色素などの
蛍光物質が励起されて、蛍光５５が発せられる。
【０１８５】
蓄積性蛍光体シート２０の輝尽性蛍光体層領域２４から放出された輝尽光５５あるいは生
化学解析用ユニット１の吸着性領域４から放出された蛍光５５は、光学ヘッド４５に設け
られた非球面レンズ４７によって、ミラー４６に集光され、ミラー４６によって、レーザ
光３４の光路と同じ側に反射され、平行な光とされて、凹面ミラー４８に入射する。
【０１８６】
凹面ミラー４８に入射した輝尽光５５あるいは蛍光５５は、凹面ミラー４８によって反射
されて、穴開きミラー４４に入射する。
【０１８７】
穴開きミラー４４に入射した輝尽光５５あるいは蛍光５５は、図８に示されるように、凹
面ミラーによって形成された穴開きミラー４４によって、下方に反射されて、フィルタユ
ニット５８に入射し、所定の波長の光がカットされて、フォトマルチプライア６０に入射
し、光電的に検出される。
【０１８８】
図８に示されるように、フィルタユニット５８は、４つのフィルタ部材６１ａ、６１ｂ、
６１ｃ、６１ｄを備えており、フィルタユニット５８は、モータ（図示せず）によって、
図８において、左右方向に移動可能に構成されている。
【０１８９】
図９は、図８のＡ－Ａ線に沿った略断面図である。
【０１９０】
図９に示されるように、フィルタ部材６１ａはフィルタ６２ａを備え、フィルタ６２ａは
、第１のレーザ励起光源３１を用いて、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多
数の吸着性領域４に含まれている蛍光物質を励起し、吸着性領域４から放出された蛍光５
５を読み取るときに使用されるフィルタ部材であり、６４０ｎｍの波長の光をカットし、
６４０ｎｍよりも波長の長い光を透過する性質を有している。
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【０１９１】
図１０は、図８のＢ－Ｂ線に沿った略断面図である。
【０１９２】
図１０に示されるように、フィルタ部材６１ｂはフィルタ６２ｂを備え、フィルタ６２ｂ
は、第２のレーザ励起光源３２を用いて、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された
多数の吸着性領域４に含まれている蛍光物質を励起し、吸着性領域４から放出された蛍光
５５を読み取るときに使用されるフィルタ部材であり、５３２ｎｍの波長の光をカットし
、５３２ｎｍよりも波長の長い光を透過する性質を有している。
【０１９３】
図１１は、図８のＣ－Ｃ線に沿った略断面図である。
【０１９４】
図１１に示されるように、フィルタ部材６１ｃはフィルタ６２ｃを備え、フィルタ６２ｃ
は、第３のレーザ励起光源３３を用いて、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された
多数の吸着性領域４に含まれている蛍光物質を励起して、吸着性領域４から放出された蛍
光５５を読み取るときに使用されるフィルタ部材であり、４７３ｎｍの波長の光をカット
し、４７３ｎｍよりも波長の長い光を透過する性質を有している。
【０１９５】
図１２は、図８のＤ－Ｄ線に沿った略断面図である。
【０１９６】
図１２に示されるように、フィルタ部材６１ｄはフィルタ６２ｄを備え、フィルタ６２ｄ
は、第１のレーザ励起光源３１を用いて、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成さ
れた多数の輝尽性蛍光体層領域２４を励起して、輝尽性蛍光体層領域２４から放出された
輝尽光５５を読み取るときに使用されるフィルタであり、輝尽性蛍光体層領域２４から放
出される輝尽光５５の波長域の光のみを透過し、６４０ｎｍの波長の光をカットする性質
を有している。
【０１９７】
したがって、使用すべきレーザ励起光源に応じて、フィルタ部材６１ａ、６１ｂ、６１ｃ
、６１ｄを選択的にフォトマルチプライア６０の前面に位置させることによって、フォト
マルチプライア６０は、検出すべき光のみを光電的に検出することができる。
【０１９８】
フォトマルチプライア６０によって光電的に検出されて、生成されたアナログデータは、
Ａ／Ｄ変換器６３によって、ディジタルデータに変換され、データ処理装置６４に送られ
る。
【０１９９】
図７には図示されていないが、光学ヘッド４５は、走査機構によって、図７において、矢
印Ｘで示される主走査方向および矢印Ｙで示される副走査方向に移動可能に構成されてお
り、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成されたすべての輝尽性蛍光体層領域２４
あるいは生化学解析用ユニット１の基板２に形成されたすべての吸着性領域４が、レーザ
光３４によって走査されるように構成されている。
【０２００】
図１３は、光学ヘッドの走査機構の略平面図である。
【０２０１】
図１３においては、簡易化のため、光学ヘッド４５を除く光学系ならびにレーザ光３４お
よび蛍光５５あるいは輝尽光５５の光路は省略されている。
【０２０２】
図１３に示されるように、光学ヘッド４５を走査する走査機構は、基板７０を備え、基板
７０上には、副走査パルスモータ７１と一対のレール７２、６２とが固定され、基板７０
上には、さらに、図１３において、矢印Ｙで示された副走査方向に、移動可能な基板７３
とが設けられている。
【０２０３】
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移動可能な基板７３には、ねじが切られた穴（図示せず）が形成されており、この穴内に
は、副走査パルスモータ７１によって回転されるねじが切られたロッド７４が係合してい
る。
【０２０４】
移動可能な基板７３上には、主走査ステッピングモータ７５が設けられ、主走査ステッピ
ングモータ７５は、エンドレスベルト７６を、生化学解析用ユニット１の基板２に形成さ
れた隣り合う吸着性領域４、すなわち、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成され
た隣り合う輝尽性蛍光体層領域２４の距離に等しいピッチで、間欠的に駆動可能に構成さ
れている。光学ヘッド４５は、エンドレスベルト７６に固定されており、主走査ステッピ
ングモータ７５によって、エンドレスベルト７６が駆動されると、図１３において、矢印
Ｘで示された主走査方向に移動されるように構成されている。
【０２０５】
図１３において、６７は、光学ヘッド４５の主走査方向における位置を検出するリニアエ
ンコーダであり、７８は、リニアエンコーダ７７のスリットである。
【０２０６】
したがって、主走査ステッピングモータ７５によって、エンドレスベルト７６が、主走査
方向に間欠的に駆動され、１ラインの走査が完了すると、副走査パルスモータ７１によっ
て、基板７３が、副走査方向に間欠的に移動されることによって、光学ヘッド４５は、図
１３において、矢印Ｘで示される主走査方向および矢印Ｙで示される副走査方向に移動さ
れ、レーザ光３４によって、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成されたすべての
輝尽性蛍光体層領域２４あるいは生化学解析用ユニット１の基板２に形成されたすべての
吸着性領域４が走査される。
【０２０７】
図１４は、図７に示されたスキャナの制御系、入力系、駆動系および検出系を示すブロッ
クダイアグラムである。
【０２０８】
図１４に示されるように、スキャナの制御系は、スキャナ全体の動作を制御するコントロ
ールユニット８０と、データ処理装置６４と、メモリ５５を備えており、また、スキャナ
の入力系は、ユーザーによって操作され、種々の指示信号を入力可能なキーボード８１を
備えている。
【０２０９】
図１４に示されるように、スキャナの駆動系は、光学ヘッド４５を主走査方向に間欠的に
移動させる主走査ステッピングモータ７５と、光学ヘッド４５を副走査方向に間欠的に移
動させる副走査パルスモータ７１と、４つのフィルタ部材６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、６１
ｄを備えたフィルタユニット５８を移動させるフィルタユニットモータ８２を備えている
。
【０２１０】
コントロールユニット８０は、第１のレーザ励起光源３１、第２のレーザ励起光源３２ま
たは第３のレーザ励起光源３３に選択的に駆動信号を出力するとともに、フィルタユニッ
トモータ８２に駆動信号を出力可能に構成されている。
【０２１１】
また、図１４に示されるように、スキャナの検出系は、フォトマルチプライア６０と、光
学ヘッド４５の主走査方向における位置を検出するリニアエンコーダ７７を備えている。
【０２１２】
本実施態様においては、コントロールユニット８０は、リニアエンコーダ７７から入力さ
れる光学ヘッド４５の位置検出信号にしたがって、第１のレーザ励起光源３１、第２のレ
ーザ励起光源３２または第３のレーザ励起光源３３をオン・オフ制御可能に構成されてい
る。
【０２１３】
以上のように構成されたスキャナは、以下のようにして、生化学解析用ユニット１の基板
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２に形成された多数の吸着性領域４に含まれている放射性標識物質により、蓄積性蛍光体
シート２０の多数の輝尽性蛍光体層領域２４に含まれている輝尽性蛍光体が露光されて、
蓄積性蛍光体シート２０の多数の輝尽性蛍光体層領域２４に記録された放射性標識物質の
放射線データを読み取って、生化学解析用データを生成する。
【０２１４】
まず、蓄積性蛍光体シート２０が、ステージ５０のガラス板５１上に載置される。
【０２１５】
次いで、ユーザーによって、キーボード８１に、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に
形成された多数の輝尽性蛍光体層領域２４を、レーザ光３４によって走査する旨の指示信
号が入力される。
【０２１６】
キーボード８１に入力された指示信号は、コントロールユニット８０に入力され、コント
ロールユニット８０は、指示信号にしたがって、フィルタユニットモータ８２に駆動信号
を出力し、フィルタユニット５８を移動させ、輝尽性蛍光体から放出される輝尽光５５の
波長域の光のみを透過し、６４０ｎｍの波長の光をカットする性質を有するフィルタ６２
ｄを備えたフィルタ部材６１ｄを、輝尽光５５の光路内に位置させる。
【０２１７】
さらに、コントロールユニット８０は、主走査ステッピングモータ７５に駆動信号を出力
し、光学ヘッド４５を主走査方向に移動させ、リニアエンコーダから入力される光学ヘッ
ド４５の位置検出信号に基づいて、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成された多
数の輝尽性蛍光体層領域２４のうち、第１の輝尽性蛍光体層領域２４に、レーザ光３４を
照射可能な位置に、光学ヘッド４５が達したことが確認されると、主走査ステッピングモ
ータ７５に停止信号を出力するとともに、第１のレーザ励起光源３１に駆動信号を出力し
て、第１のレーザ励起光源３１を起動させ、６４０ｎｍの波長のレーザ光３４を発せさせ
る。
【０２１８】
第１のレーザ励起光源３１から発せられたレーザ光３４は、コリメータレンズ３５によっ
て、平行な光とされた後、ミラー４６に入射して、反射される。
【０２１９】
ミラー４６によって反射されたレーザ光３４は、第１のダイクロイックミラー３７および
第２のダイクロイックミラー４８を透過し、ミラー３９に入射する。
【０２２０】
ミラー３９に入射したレーザ光３４は、ミラー３９によって反射されて、さらに、ミラー
４２に入射して、反射される。
【０２２１】
ミラー４２によって反射されたレーザ光３４は、穴開きミラー４４の穴４３を通過して、
凹面ミラー４８に入射する。
【０２２２】
凹面ミラー４８に入射したレーザ光３４は、凹面ミラー４８によって反射されて、光学ヘ
ッド４５に入射する。
【０２２３】
光学ヘッド４５に入射したレーザ光３４は、ミラー４６によって反射され、非球面レンズ
４７によって、ステージ５０のガラス板５１上に載置されている蓄積性蛍光体シート２０
の支持体２１に形成された第１の輝尽性蛍光体層領域２４に集光される。
【０２２４】
本実施態様においては、蓄積性蛍光体シート２０の多数の輝尽性蛍光体層領域２４は、そ
れぞれ、ニッケル製の支持体２１に形成された貫通孔２２内に、輝尽性蛍光体が埋め込ま
れて、形成されているから、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成された輝尽性蛍
光体層領域２４内で、レーザ光３４が散乱して、隣り合った輝尽性蛍光体層領域２４内に
入射し、隣り合った輝尽性蛍光体層領域２４内に含まれている輝尽性蛍光体を励起するこ
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とを効果的に防止することが可能になる。
【０２２５】
レーザ光３４が、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成された第１の輝尽性蛍光体
層領域２４に入射すると、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成された第１の輝尽
性蛍光体層領域２４に含まれている輝尽性蛍光体が、レーザ光３４によって励起されて、
第１の輝尽性蛍光体層領域２４から輝尽光５５が放出される。
【０２２６】
蓄積性蛍光体シート２０の第１の輝尽性蛍光体領域１５から放出された輝尽光５５は、光
学ヘッド４５に設けられた非球面レンズ４７によって集光され、ミラー４６により、レー
ザ光３４の光路と同じ側に反射され、平行な光とされて、凹面ミラー４８に入射する。
【０２２７】
凹面ミラー４８に入射した輝尽光５５は、凹面ミラー４８によって反射されて、穴開きミ
ラー４４に入射する。
【０２２８】
穴開きミラー４４に入射した輝尽光５５は、凹面ミラーによって形成された穴開きミラー
４４によって、図８に示されるように、下方に反射され、フィルタユニット５８のフィル
タ６２ｄに入射する。
【０２２９】
フィルタ６２ｄは、輝尽性蛍光体から放出される輝尽光５５の波長域の光のみを透過し、
６４０ｎｍの波長の光をカットする性質を有しているので、励起光である６４０ｎｍの波
長の光がカットされ、輝尽性蛍光体層領域２４から放出された輝尽光５５の波長域の光の
みがフィルタ６２ｄを透過して、フォトマルチプライア６０によって、光電的に検出され
る。
【０２３０】
フォトマルチプライア６０によって光電的に検出されて、生成されたアナログ信号は、Ａ
／Ｄ変換器６３に出力されて、ディジタル信号に変換され、データ処理装置６４に出力さ
れる。
【０２３１】
第１のレーザ励起光源３１がオンされた後、所定の時間、たとえば、数μ秒が経過すると
、コントロールユニット８０は、第１のレーザ励起光源３１に駆動停止信号を出力して、
第１のレーザ励起光源３１の駆動を停止させるとともに、主走査ステッピングモータ７５
に、駆動信号を出力して、光学ヘッド４５を、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形
成された隣り合う輝尽性蛍光体層領域２４の間の距離に等しい１ピッチだけ、移動させる
。
【０２３２】
リニアエンコーダ７７から入力された光学ヘッド４５の位置検出信号に基づいて、光学ヘ
ッド４５が、隣り合う輝尽性蛍光体層領域２４の間の距離に等しい１ピッチだけ移動され
て、第１のレーザ励起光源３１から発せられるレーザ光３４を、蓄積性蛍光体シート２０
の支持体２１に形成された第２の輝尽性蛍光体層領域２４に照射可能な位置に移動したこ
とが確認されると、コントロールユニット８０は、第１のレーザ励起光源３１に駆動信号
を出力して、第１のレーザ励起光源３１をオンさせて、レーザ光３４によって、蓄積性蛍
光体シート２０の支持体２１に形成された第２の輝尽性蛍光体層領域２４に含まれている
輝尽性蛍光体を励起する。
【０２３３】
同様にして、所定の時間にわたり、レーザ光３４が、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２
１に形成された第２の輝尽性蛍光体層領域２４に照射され、第２の輝尽性蛍光体層領域２
４に含まれている輝尽性蛍光体が励起されて、第２の輝尽性蛍光体層領域２４から放出さ
れた輝尽光５５が、フォトマルチプライア６０によって、光電的に検出されて、アナログ
データが生成されると、コントロールユニット８０は、第１のレーザ励起光源３１にオフ
信号を出力して、第１のレーザ励起光源３１をオフさせるとともに、主走査ステッピング
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モータ７５に、駆動信号を出力して、光学ヘッド４５を、隣り合う輝尽性蛍光体層領域２
４の間の距離に等しい１ピッチだけ、移動させる。
【０２３４】
こうして、光学ヘッド４５の間欠的な移動に同期して、第１のレーザ励起光源３１のオン
・オフが繰り返され、リニアエンコーダ７７から入力された光学ヘッド４５の位置検出信
号に基づき、光学ヘッド４５が、主走査方向に１ライン分だけ、移動され、蓄積性蛍光体
シート２０の支持体２１に形成された第１ライン目の輝尽性蛍光体層領域２４のレーザ光
３４による走査が完了したことが確認されると、コントロールユニット８０は、主走査ス
テッピングモータ７５に駆動信号を出力して、光学ヘッド４５を元の位置に復帰させると
ともに、副走査パルスモータ７１に駆動信号を出力して、移動可能な基板７３を、副走査
方向に、１ライン分だけ、移動させる。
【０２３５】
リニアエンコーダ７７から入力された光学ヘッド４５の位置検出信号に基づいて、光学ヘ
ッド４５が元の位置に復帰され、また、移動可能な基板７３が、副走査方向に、１ライン
分だけ、移動されたことが確認されると、コントロールユニット８０は、蓄積性蛍光体シ
ート２０の支持体２１に形成された第１ライン目の輝尽性蛍光体層領域２４に、順次、第
１のレーザ励起光源３１から発せられるレーザ光３４を照射したのと全く同様にして、蓄
積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成された第２ライン目の輝尽性蛍光体層領域２４
に、順次、第１のレーザ励起光源３１から発せられるレーザ光３４を照射して、第２ライ
ン目の輝尽性蛍光体層領域２４に含まれている輝尽性蛍光体を励起し、輝尽性蛍光体層領
域２４から発せられた輝尽光５５を、順次、フォトマルチプライア６０に光電的に検出さ
せる。
【０２３６】
フォトマルチプライア６０によって光電的に検出されて、生成されたアナログデータは、
Ａ／Ｄ変換器６３によって、ディジタルデータに変換されて、データ処理装置６４に送ら
れる。
【０２３７】
こうして、蓄積性蛍光体シート２０の支持体２１に形成されたすべての輝尽性蛍光体層領
域２４が、第１のレーザ励起光源３１から放出されたレーザ光３４によって走査され、す
べての輝尽性蛍光体層領域２４に含まれている輝尽性蛍光体が励起されて、放出された輝
尽光５５が、フォトマルチプライア６０によって光電的に検出され、生成されたアナログ
データが、Ａ／Ｄ変換器６３により、ディジタルデータに変換されて、データ処理装置６
４に送られると、コントロールユニット８０から、駆動停止信号が、第１のレーザ励起光
源３１に出力され、第１のレーザ励起光源３１の駆動が停止される。
【０２３８】
以上のようにして、蓄積性蛍光体シート２０の多数の輝尽性蛍光体層領域２４に記録され
た放射線データが読み取られて、生化学解析用データが生成される。
【０２３９】
一方、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に記録された蛍
光物質の蛍光データを読み取って、生化学解析用ディジタルデータを生成するときは、ま
ず、ユーザーによって、生化学解析用ユニット１が、ステージ５０のガラス板５１上にセ
ットされる。
【０２４０】
次いで、ユーザーによって、キーボード８１に、標識物質である蛍光物質の種類を特定す
る蛍光物質特定信号が入力されるとともに、蛍光データを読み取るべき旨の指示信号が入
力される。
【０２４１】
キーボード８１に入力された蛍光物質特定信号および指示信号は、コントロールユニット
８０に入力され、コントロールユニット８０は、蛍光物質特定信号および指示信号を受け
ると、メモリ（図示せず）に記憶されているテーブルにしたがって、使用すべきレーザ励
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起光源を決定するとともに、フィルタ６２ａ、６２ｂ、６２ｃのいずれを蛍光５５の光路
内に位置させるかを決定する。
【０２４２】
たとえば、生体由来の物質を標識する蛍光物質として、５３２ｎｍの波長のレーザによっ
て、最も効率的に励起することのできるローダミン（登録商標）が使用され、その旨が、
キーボード８１に入力されたときは、コントロールユニット８０は、第２のレーザ励起光
源３２を選択するとともに、フィルタ６２ｂを選択し、フィルタユニットモータ８２に駆
動信号を出力して、フィルタユニット５８を移動させ、５３２ｎｍの波長の光をカットし
、５３２ｎｍよりも波長の長い光を透過する性質を有するフィルタ６２ｂを備えたフィル
タ部材６１ｂを、生化学解析用ユニット１から放出されるべき蛍光５５の光路内に位置さ
せる。
【０２４３】
さらに、コントロールユニット８０は、主走査ステッピングモータ７５に駆動信号を出力
し、光学ヘッド４５を主走査方向に移動させ、リニアエンコーダから入力される光学ヘッ
ド４５の位置検出信号に基づいて、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の
吸着性領域４のうち、第１の吸着性領域４に、レーザ光３４を照射可能な位置に、光学ヘ
ッド４５が達したことが確認されると、主走査ステッピングモータ７５に停止信号を出力
するとともに、第２のレーザ励起光源３２に駆動信号を出力して、第２のレーザ励起光源
３２を起動させ、５３２ｎｍの波長のレーザ光３４を発せさせる。
【０２４４】
第２のレーザ励起光源３２から発せられたレーザ光３４は、コリメータレンズ４０によっ
て、平行な光とされた後、第１のダイクロイックミラー３７に入射して、反射される。
【０２４５】
第１のダイクロイックミラー３７によって反射されたレーザ光３４は、第２のダイクロイ
ックミラー４８を透過し、ミラー３９に入射する。
【０２４６】
ミラー３９に入射したレーザ光３４は、ミラー３９によって反射されて、さらに、ミラー
４２に入射して、反射される。
【０２４７】
ミラー４２によって反射されたレーザ光３４は、穴開きミラー４４の穴４３を通過して、
凹面ミラー４８に入射する。
【０２４８】
凹面ミラー４８に入射したレーザ光３４は、凹面ミラー４８によって反射されて、光学ヘ
ッド４５に入射する。
【０２４９】
光学ヘッド４５に入射したレーザ光３４は、ミラー４６によって反射され、非球面レンズ
４７によって、ステージ５０のガラス板５１上に載置された生化学解析用ユニット１の第
１の吸着性領域４に集光される。
【０２５０】
本実施態様においては、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４は、それぞれ、ア
ルミニウムによって形成された基板に形成されている貫通孔３内に、ナイロン６が充填さ
れて、形成されているから、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４
内で、レーザ光３４が散乱して、隣り合った吸着性領域４内に入射し、隣り合った吸着性
領域４内に含まれている蛍光物質を励起することを効果的に防止することが可能になる。
【０２５１】
レーザ光３４が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された第１の吸着性領域４に入
射すると、レーザ光３４によって、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された第１の
吸着性領域４に含まれている蛍光色素などの蛍光物質、たとえば、ローダミンが励起され
て、蛍光が発せられる。
【０２５２】
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ローダミンから放出された蛍光５５は、光学ヘッド４５に設けられた非球面レンズ４７に
よって集光され、ミラー４６によって、レーザ光３４の光路と同じ側に反射され、平行な
光とされて、凹面ミラー４８に入射する。
【０２５３】
凹面ミラー４８に入射した蛍光５５は、凹面ミラー４８によって反射されて、穴開きミラ
ー４４に入射する。
【０２５４】
穴開きミラー４４に入射した蛍光５５は、凹面ミラーによって形成された穴開きミラー４
４によって、図８に示されるように、下方に反射され、フィルタユニット５８のフィルタ
６２ｂに入射する。
【０２５５】
フィルタ６２ｂは、５３２ｎｍの波長の光をカットし、５３２ｎｍよりも波長の長い光を
透過する性質を有しているので、励起光である５３２ｎｍの波長の光がカットされ、ロー
ダミンから放出された蛍光５５の波長域の光のみがフィルタ６２ｂを透過して、フォトマ
ルチプライア６０によって、光電的に検出される。
【０２５６】
フォトマルチプライア６０によって光電的に検出されて、生成されたアナログ信号は、Ａ
／Ｄ変換器６３に出力されて、ディジタル信号に変換され、データ処理装置６４に出力さ
れる。
【０２５７】
第２のレーザ励起光源３２がオンされた後、所定の時間、たとえば、数μ秒が経過すると
、コントロールユニット８０は、第２のレーザ励起光源３２に駆動停止信号を出力して、
第２のレーザ励起光源３２の駆動を停止させるとともに、主走査ステッピングモータ７５
に、駆動信号を出力して、光学ヘッド４５を、生化学解析用ユニット１の基板２に形成さ
れた隣り合う吸着性領域４の間の距離に等しい１ピッチだけ、移動させる。
【０２５８】
リニアエンコーダ７７から入力された光学ヘッド４５の位置検出信号に基づいて、光学ヘ
ッド４５が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された隣り合う吸着性領域４の間の
距離に等しい１ピッチだけ移動されて、第２のレーザ励起光源３２から発せられるレーザ
光３４を、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された第２の吸着性領域４に照射可能
な位置に移動したことが確認されると、コントロールユニット８０は、第２のレーザ励起
光源３２に駆動信号を出力して、第２のレーザ励起光源３２をオンさせて、レーザ光３４
によって、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された第２の吸着性領域４に含まれて
いる蛍光物質、たとえば、ローダミンを励起する。
【０２５９】
同様にして、所定の時間にわたり、レーザ光３４が、生化学解析用ユニット１の基板２に
形成された第２の吸着性領域４に照射され、第２吸着性領域４から放出された蛍光５５が
、フォトマルチプライア６０によって、光電的に検出されて、アナログデータが生成され
ると、コントロールユニット８０は、第２のレーザ励起光源３２にオフ信号を出力して、
第２のレーザ励起光源３２をオフさせるとともに、主走査ステッピングモータ７５に、駆
動信号を出力して、光学ヘッド４５を、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された隣
り合う吸着性領域４の間の距離に等しい１ピッチだけ、移動させる。
【０２６０】
こうして、光学ヘッド４５の間欠的な移動に同期して、第１のレーザ励起光源３１のオン
・オフが繰り返され、リニアエンコーダ７７から入力された光学ヘッド４５の位置検出信
号に基づき、光学ヘッド４５が、主走査方向に１ライン分だけ、移動され、生化学解析用
ユニット１の基板２に形成された第１ライン目のすべての吸着性領域４を、レーザ光３４
により、走査したことが確認されると、コントロールユニット８０は、主走査ステッピン
グモータ７５に駆動信号を出力して、光学ヘッド４５を元の位置に復帰させるとともに、
副走査パルスモータ７１に駆動信号を出力して、移動可能な基板７３を、副走査方向に、
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１ライン分だけ、移動させる。
【０２６１】
リニアエンコーダ７７から入力された光学ヘッド４５の位置検出信号に基づいて、光学ヘ
ッド４５が元の位置に復帰され、また、移動可能な基板７３が、副走査方向に、１ライン
分だけ、移動されたことが確認されると、コントロールユニット８０は、生化学解析用ユ
ニット１の基板２に形成された第１ライン目の吸着性領域４に、順次、第２のレーザ励起
光源３２から発せられるレーザ光３４を照射したのと全く同様にして、生化学解析用ユニ
ット１の基板２に形成された第２ライン目の吸着性領域４に含まれているローダミンを励
起し、第２ライン目の吸着性領域４から放出された蛍光５５を、順次、フォトマルチプラ
イア６０によって、光電的に検出させる。
【０２６２】
フォトマルチプライア６０によって光電的に検出されて、生成されたアナログデータは、
Ａ／Ｄ変換器６３によって、ディジタルデータに変換されて、データ処理装置６４に送ら
れる。
【０２６３】
こうして、生化学解析用ユニット１の基板２に形成されたすべての吸着性領域４が、第２
のレーザ励起光源３２から放出されたレーザ光３４によって走査され、生化学解析用ユニ
ット１の基板２に形成されたすべての吸着性領域４に含まれているローダミンが励起され
て、放出された蛍光５５が、フォトマルチプライア６０によって光電的に検出され、生成
されたアナログデータが、Ａ／Ｄ変換器６３によって、ディジタルデータに変換されて、
データ処理装置６４に送られると、コントロールユニット８０から、駆動停止信号が、第
２のレーザ励起光源３２に出力され、第２のレーザ励起光源３２の駆動が停止される。
【０２６４】
以上のようにして、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に記録された蛍光デー
タが読み取られて、生化学解析用データが生成される。
【０２６５】
図１５は、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に記録された化学発光データを
読み取って、生化学解析用データを生成するデータ生成システムの略正面図である。
【０２６６】
図１５に示されたデータ生成システムは、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４
に記録された化学発光データを読み取って、生化学解析用データを生成可能であるととも
に、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に記録された蛍光色素などの蛍光物質
の蛍光データを読み取って、生化学解析用データを生成可能に構成されている。
【０２６７】
図１５に示されるように、データ生成システムは、冷却ＣＣＤカメラ９１、暗箱９２およ
びパーソナルコンピュータ９３を備えている。パーソナルコンピュータ９３は、ＣＲＴ９
４とキーボード９５を備えている。
【０２６８】
図１６は、冷却ＣＣＤカメラ９１の略縦断面図である。
【０２６９】
図１６に示されるように、冷却ＣＣＤカメラ９１は、ＣＣＤ９６と、アルミニウムなどの
金属によって作られた伝熱板９７と、ＣＣＤ８６を冷却するためのペルチエ素子９８と、
ＣＣＤ９６の前面に配置されたシャッタ９９と、ＣＣＤ９６が生成したアナログデータを
ディジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換器１００と、Ａ／Ｄ変換器１００によってディジ
タル化されたデータを一時的に記憶するデータバッファ１０１と、冷却ＣＣＤカメラ９１
の動作を制御するカメラ制御回路１０２とを備えている。
【０２７０】
暗箱８２との間に形成された開口部は、ガラス板１０５によって閉じられており、冷却Ｃ
ＣＤカメラ９１の周囲には、ペルチエ素子９８が発する熱を放熱するための放熱フィン１
０６が長手方向のほぼ全面にわたって形成されている。
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【０２７１】
ガラス板１０５の前面の暗箱９２内には、レンズフォーカス調整機能を有するカメラレン
ズ１０７が取付けられている。
【０２７２】
図１７は、暗箱９２の略縦断面図である。
【０２７３】
図１７に示されるように、暗箱９２内には、励起光を発するＬＥＤ光源１１０が設けられ
ており、ＬＥＤ光源１１０は、取り外し可能に設けられたフィルタ１１１と、フィルタ１
１１の上面に設けられた拡散板１１３を備えており、拡散板１１３を介して、励起光が、
その上に載置される生化学解析用ユニット（図示せず）に向けて、照射されることによっ
て、生化学解析用ユニットが均一に照射されるように保証されている。フィルタ１１１は
、励起光の近傍の波長以外の蛍光物質の励起に有害な光をカットし、励起光近傍の波長の
光のみを透過する性質を有している。カメラレンズ１０７の前面には、励起光近傍の波長
の光をカットするフィルタ１１２が、取り外し可能に設けられている。
【０２７４】
図１８は、データ生成システムを構成するパーソナルコンピュータ９３の周辺のブロック
ダイアグラムである。
【０２７５】
図１７に示されるように、パーソナルコンピュータ９３は、冷却ＣＣＤカメラ８１の露出
を制御するＣＰＵ１２０と、冷却ＣＣＤカメラ９１の生成したディジタルデータをデータ
バッファ１０１から読み出すデータ転送手段１２１と、ディジタルデータを記憶するデー
タ記憶手段１２２と、データ記憶手段１２２に記憶されたディジタルデータにデータ処理
を施すデータ処理手段１２３と、データ記憶手段１２２に記憶されたディジタルデータに
基づいて、ＣＲＴ８４の画面上に可視データを表示するデータ表示手段１２４とを備えて
いる。
【０２７６】
ＬＥＤ光源１１０は、光源制御手段１２５によって制御されており、光源制御手段１２５
には、キーボード９５から、ＣＰＵ１２０を介して、指示信号が入力されるように構成さ
れている。ＣＰＵ１２０は、冷却ＣＣＤカメラ９１のカメラ制御回路１０２に種々の信号
を出力可能に構成されている。
【０２７７】
図１５ないし図１８に示されたデータ生成システムは、生化学解析用ユニット１の多数の
吸着性領域４に含まれた特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズされた生体由来の
物質を標識しているジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応によって、結合され
たハプテンに対する抗体を標識している酵素と、化学発光基質との接触により生ずる化学
発光を、カメラレンズ１０７を介して、冷却ＣＣＤカメラ９１のＣＣＤ９６によって検出
して、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に記録されている化学発光データを
読み取り、生化学解析用データを生成するとともに、生化学解析用ユニット１の基板２に
形成された多数の吸着性領域４に、ＬＥＤ光源１１０から励起光を照射して、生化学解析
用ユニット１の多数の吸着性領域４に選択的に含まれた蛍光色素などの蛍光物質を励起し
、蛍光物質が放出した蛍光を、カメラレンズ１０７を介して、冷却ＣＣＤカメラ９１のＣ
ＣＤ９６によって検出して、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に記録されて
いる蛍光データを読み取り、生化学解析用データを生成可能に構成されている。
【０２７８】
化学発光データを読み取る場合には、フィルタ１１２を取り外し、ＬＥＤ光源１１０をオ
フ状態に保持した状態で、拡散板１１３上に、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領
域４に選択的に含まれた抗体を標識している標識酵素に、化学発光基質が接触されて、化
学発光を発している生化学解析用ユニット１が載置される。
【０２７９】
次いで、ユーザーにより、カメラレンズ１０７を用いて、レンズフォーカスが調整され、
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暗箱９２が閉じられる。
【０２８０】
その後、ユーザーが、キーボード９５に露出開始信号を入力すると、露出開始信号が、Ｃ
ＰＵ１２０を介して、冷却ＣＣＤカメラ９１のカメラ制御回路１０２に入力され、カメラ
制御回路１０２によって、シャッタ９９が開かれて、ＣＣＤ９６の露出が開始される。
【０２８１】
生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４から発せられた化学発
光は、カメラレンズ１０７を介して、冷却ＣＣＤカメラ９１のＣＣＤ９６の光電面に入射
して、光電面に画像を形成する。
【０２８２】
ＣＣＤ９６は、こうして、光電面に形成された画像の光を受け、これを電荷の形で蓄積す
る。
【０２８３】
ここに、本実施態様においては、生化学解析用ユニット１の基板２は、光を減衰させる性
質を有するアルミニウムによって形成されているので、標識酵素から放出された化学発光
が、生化学解析用ユニット１の基板２内で散乱して、隣り合う吸着性領域４に含まれる標
識酵素から放出された化学発光と混ざり合うことを確実に防止することができる。
【０２８４】
所定の露出時間が経過すると、ＣＰＵ１２０は、冷却ＣＣＤカメラ９１のカメラ制御回路
１０２に露出完了信号を出力する。
【０２８５】
カメラ制御回路１０２は、ＣＰＵ１２０から、露出完了信号を受けると、ＣＣＤ９６が電
荷の形で蓄積したアナログデータをＡ／Ｄ変換器１００に転送して、ディジタル化し、デ
ータバッファ１０１に一時的に記憶させる。
【０２８６】
カメラ制御回路１０２に露出完了信号を出力するのと同時に、ＣＰＵ１２０は、データ転
送手段１２１にデータ転送信号を出力して、冷却ＣＣＤカメラ９１のデータバッファ１０
１からディジタルデータを読み出させ、データ記憶手段１２２に記憶させる。
【０２８７】
ユーザーによって、データ処理信号がキーボード９５に入力されると、ＣＰＵ１２０は、
データ記憶手段１２２に記憶されたディジタルデータを、データ処理手段１２３に出力さ
せて、データ処理手段１２３に、ユーザーの指示にしたがって、データ処理を実行させ、
データ記憶手段１２２に記憶させる。
【０２８８】
次いで、ユーザーが、データ表示信号をキーボード９５に入力すると、ＣＰＵ１２０は、
データ表示手段１２４にデータ表示信号を出力して、データ記憶手段１２２に記憶された
ディジタルデータに基づき、生化学解析用データを、ＣＲＴ９４の画面上に表示させる。
【０２８９】
こうして、生化学解析用データ１の多数の吸着性領域４に記録された化学発光データが読
み取られて、生化学解析用データが生成される。
【０２９０】
これに対して、生化学解析用データ１の多数の吸着性領域４に記録された蛍光データを読
み取って、生化学解析用データを生成するときは、まず、生化学解析用ユニット１が、拡
散板１０３上に載置される。
【０２９１】
次いで、ユーザーにより、ＬＥＤ光源１１０がオンされ、カメラレンズ１０７を用いて、
レンズフォーカスが調整され、暗箱９２が閉じられる。
【０２９２】
その後、ユーザーが、キーボード９５に露出開始信号を入力すると、光源制御手段１２５
によって、ＬＥＤ光源１１０がオンされて、生化学解析用ユニット１に向けて、励起光が
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発せられる。同時に、露出開始信号は、ＣＰＵ１２０を介して、冷却ＣＣＤカメラ９１の
カメラ制御回路１０２に入力され、カメラ制御回路１０２によって、シャッタ９９が開か
れ、ＣＣＤ９６の露出が開始される。
【０２９３】
ＬＥＤ光源１１０から発せられた励起光は、フィルタ１１１により、励起光の波長近傍以
外の波長成分がカットされ、拡散板１１３によって、一様な光とされて、生化学解析用ユ
ニット１に照射される。
【０２９４】
その結果、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に選択的に
含まれている蛍光物質が、励起光によって、励起されて、蛍光が放出される。
【０２９５】
生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４から発せられた蛍光は
、フィルタ１１２およびカメラレンズ１０７を介して、冷却ＣＣＤカメラ９１のＣＣＤ９
６の光電面に入射し、光電面に像を形成する。
【０２９６】
ここに、フィルタ１１２によって、励起光の波長の光がカットされるため、生化学解析用
ユニット１の多数の吸着性領域４に選択的に含まれた蛍光物質から発せられた蛍光のみが
、ＣＣＤ９６によって受光される。
【０２９７】
ＣＣＤ９６は、こうして、光電面に形成された像の光を受けて、これを電荷の形で蓄積す
る。
【０２９８】
ここに、本実施態様においては、生化学解析用ユニット１の基板２は、光を減衰させる性
質を有するアルミニウムによって形成されているので、蛍光色素などの蛍光物質から放出
された蛍光が、生化学解析用ユニット１の基板２内で散乱して、隣り合う吸着性領域４か
ら放出された蛍光と混ざり合うことを確実に防止することができる。
【０２９９】
所定の露出時間が経過すると、ＣＰＵ１２０は、冷却ＣＣＤカメラ９１のカメラ制御回路
１０２に露出完了信号を出力する。
【０３００】
カメラ制御回路１０２は、ＣＰＵ１２０から露出完了信号を受けると、ＣＣＤ９６が電荷
の形で蓄積したアナログデータを、Ａ／Ｄ変換器１００に転送して、ディジタル化し、デ
ータバッファ１０１に一時的に記憶させる。
【０３０１】
カメラ制御回路１０２に露出完了信号を出力するのと同時に、ＣＰＵ１２０は、データ転
送手段１２１にデータ転送信号を出力して、冷却ＣＣＤカメラ９１のデータバッファ１０
１からディジタルデータを読み出させ、データ記憶手段１２２に記憶させる。
【０３０２】
ユーザーによって、データ処理信号がキーボード９５に入力されると、ＣＰＵ１２０は、
データ記憶手段１２２に記憶されたディジタルデータを、データ処理手段１２３に出力さ
せて、データ処理手段１２３に、ユーザーの指示にしたがって、データ処理を実行させ、
データ記憶手段１２２に記憶させる。
【０３０３】
次いで、ユーザーが、データ表示信号をキーボード９５に入力すると、ＣＰＵ１２０は、
データ表示手段１２４にデータ表示信号を出力して、データ記憶手段１２２に記憶された
ディジタルデータに基づき、生化学解析用データを、ＣＲＴ９４の画面上に表示させる。
【０３０４】
本実施態様によれば、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１３が、
下方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピストン１
５が、下方に移動されるたびに、ハイブリダイゼーション反応溶液が、生化学解析用ユニ
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ット保持部７に保持されている生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域
４を横切るように、生化学解析用ユニット１の上方から下方に向けて、強制的に流動させ
られるから、ハイブリダイゼーション反応溶液に含まれている生体由来の物質を、単に、
対流あるいは拡散によって移動させ、特異的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイズ
させる場合に比して、ハイブリダイゼーションの効率を大幅に向上させることが可能にな
るとともに、生体由来の物質が、吸着性領域４の深い部分に含まれている特異的結合物質
と出会う確率を大幅に向上させることができ、所望のように、特異的結合物質と生体由来
の物質をハイブリダイズさせることが可能になる。
【０３０５】
また、本実施態様によれば、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン１
３が、下方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピス
トン１５が、下方に移動されるたびに、洗浄溶液が、生化学解析用ユニット保持部７に保
持されている生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４を横切るように
、生化学解析用ユニット１の上方から下方に向けて、強制的に流動させられるから、ハイ
ブリダイゼーションの工程で、特異的結合物質にハイブリダイズされるべきでない生体由
来の物質が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４に吸着していて
も、特異的結合物質にハイブリダイズされるべきではない生体由来の物質を、生化学解析
用ユニット１の多数の吸着性領域４から、効果的に剥離させ、除去することが可能になる
。
【０３０６】
さらに、本実施態様によれば、溶液注入口１１に取り付けられたシリンジ１４のピストン
１３が、下方に移動されるとともに、溶液排出口１２に取り付けられたシリンジ１６のピ
ストン１５が、下方に移動されるたびに、化学発光基質と接触させることによって化学発
光を生じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含
む抗体溶液が、生化学解析用ユニット保持部７に保持されている生化学解析用ユニット１
の基板２に形成された吸着性領域４を横切るように、生化学解析用ユニット１の上方から
下方に向けて、強制的に流動させられるから、生化学解析用ユニット１の基板２に形成さ
れた多数の吸着性領域４に含まれている特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズさ
れた生体由来の物質を標識しているジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応によ
って、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識さ
れたハプテンに対する抗体を、効率的に結合させることが可能になる。
【０３０７】
また、本実施態様によれば、反応容器８内に、生化学解析用ユニット１を保持する生化学
解析用ユニット保持部７には、図３において、下方から上方にのみ、液が流れることを許
容するように構成された一対の逆止弁１８、１８が、略対角関係に形成されているから、
一対のシリンジ１４、１６により、ハイブリダイゼーション反応溶液、洗浄溶液あるいは
化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジ
ゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、図３において、生化学解析
用ユニット１の下方から上方に向けて、流動させるときは、ハイブリダイゼーション反応
溶液、洗浄溶液あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵
素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液は、一
対の逆止弁１８、１８を通って、流れるから、駆動負荷が過度に増大するのを防止しつつ
、生体由来の物質が、吸着性領域４の深い部分に含まれている特異的結合物質と出会う確
率を大幅に向上させて、所望のように、特異的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイ
ズさせることが可能になるとともに、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数
の吸着性領域４に含まれている特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズされた生体
由来の物質を標識しているジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応によって、化
学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたハプ
テンに対する抗体を、効率的に結合させることが可能になり、さらに、吸着性領域４の洗
浄効率を大幅に向上させることができる。
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【０３０８】
さらに、本実施態様によれば、同じリアクタを用いて、生化学解析用ユニット１の多数の
吸着性領域４に吸着された特異的結合物質に、ジゴキシゲニンなどのハプテンによって標
識された生体由来の物質を、選択的に、ハイブリダイズさせ、さらに、化学発光基質と接
触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンなど
のハプテンに対する抗体を、生体由来の物質を抗原標識しているジゴキシゲニンなどのハ
プテンに、抗原抗体反応によって、結合させて、生化学解析用ユニット１の吸着性領域４
に、化学発光データを記録することが可能になり、きわめて効率であるとともに、分子量
が小さいジゴキシゲニンなどのハプテンによって、生体由来の物質を標識し、生化学解析
用ユニット１の吸着性領域４に吸着された特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズ
させているので、特異的結合物質と生体由来の物質を、所望のように、ハイブリダイズさ
せることができ、化学発光データを読み取って、定量性に優れた生化学解析用データを生
成することが可能になる。
【０３０９】
図１９は、本発明の別の好ましい実施態様にかかるリセプター・リガンド会合反応方法に
用いられるリアクタの略縦断面図である。
【０３１０】
図１９に示されるように、本実施態様にかかるリアクタは、上半部１３０および下半部１
３１を備え、上半部１３０および下半部１３１は、それぞれ、反応容器本体１３２に着脱
可能に取り付けられている。
【０３１１】
反応容器本体１３２には、生化学解析用ユニット１を保持する生化学解析用ユニット保持
部１３３が形成されている。
【０３１２】
図１９に示されるように、上半部１３０は、弾力性を有する金属板によって形成されたダ
イアフラム１３４を備え、下半部１３１は、弾力性を有する金属板によって形成されたダ
イアフラム１３５を備えている。
【０３１３】
ダイアフラム１３４およびダイアフラム１３５は、エアシリンダ（図示せず）によって、
変形され、それぞれ、図１９において、実線で示される位置と、破線で示される位置とを
取ることができるように構成されている。
【０３１４】
上半部１３０のダイアフラム１３４の略中央部には、バルブ（図示せず）によって、開閉
されるエア抜き口１３６が形成され、下半部１３１のダイアフラム１３５の略中央部には
、バルブ（図示せず）によって、開閉される溶液注入・排出口１３７が形成されている。
【０３１５】
図２０は、生化学解析用ユニット保持部１３３に、生化学解析用ユニット１が保持された
状態を示すリアクタ内部の略平面図である。
【０３１６】
図２０に示されるように、生化学解析用ユニット保持部１３３には、一対の逆止弁１３８
、１３８が、略対角関係に形成されている。一対の逆止弁１３８、１３８は、図１９にお
いて、下方から上方にのみ、液が流れることを許容するように構成されている。
【０３１７】
以上のように構成された本実施態様にかかるリアクタにおいては、以下のようにして、生
化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に含まれた特異的結合物質に、標識物質によ
って標識され、ハイブリダイゼーション反応溶液に含まれた生体由来の物質が、選択的に
、ハイブリダイズされる。
【０３１８】
本実施態様においても、前記実施態様と同様に、放射性標識物質によって標識された生体
由来の物質、蛍光物質によって標識された生体由来の物質およびジゴキシゲニンなどのハ
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プテンによって標識された生体由来の物質を含むハイブリダイゼーション反応溶液が調製
される。
【０３１９】
ハイブリダイゼーションにあたっては、まず、リアクタの上半部１３０が、反応容器本体
１３２から取り外され、多数の吸着性領域４に、特異的結合物質が吸着されている生化学
解析用ユニット１が、反応容器本体１３２に形成された生化学解析用ユニット保持部１３
３に取り付けられ、保持される。
【０３２０】
生化学解析用ユニット１が、生化学解析用ユニット保持部１３３に保持されると、リアク
タの上半部１３０が反応容器本体１３２に取り付けられる。
【０３２１】
次いで、ダイアフラム１３４およびダイアフラム１３５が、それぞれ、図１９において、
実線で示される位置に位置している状態で、バルブ（図示せず）が開かれて、上半部１３
０のダイアフラム１３４に形成されたエア抜き口１３６が大気に開放されるとともに、バ
ルブ（図示せず）が開かれ、下半部１３１のダイアフラム１３５に形成された溶液注入・
排出口１３７を通じて、ハイブリダイゼーション反応溶液がリアクタ内に注入される。
【０３２２】
ハイブリダイゼーション反応溶液によって、リアクタ内が完全に満たされ、リアクタ内か
ら、エア抜き口１３６を通じて、エアが完全に排出されると、バルブ（図示せず）が操作
されて、エア抜き口１３６が閉じられるとともに、バルブ（図示せず）が操作されて、溶
液注入・排出口１３７が閉じられる。
【０３２３】
次いで、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動される。
【０３２４】
その結果、生化学解析用ユニット保持部１３３に形成された一対の逆止弁１３８、１３８
が、図１９において、下方から上方にのみ、液が流れることを許容するように構成されて
いるため、矢印Ａで示されるように、リアクタ内に満たされているハイブリダイゼーショ
ン反応溶液が、生化学解析用ユニット保持部１３３に保持された生化学解析用ユニット１
の基板２に形成されている吸着性領域４を横切って、生化学解析用ユニット１の上方から
下方に、強制的に流動させられる。
【０３２５】
このように、本実施態様においては、ハイブリダイゼーション反応溶液が、生化学解析用
ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４を横切って、強制的に流動されるか
ら、プローブである生体由来の物質を、単に、対流あるいは拡散によって移動させ、特異
的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイズさせる場合に比して、ハイブリダイゼーシ
ョンの効率を大幅に向上させることが可能になるとともに、プローブである生体由来の物
質が、吸着性領域４の深い部分に含まれている特異的結合物質と出会う確率を大幅に向上
させることができ、効率よく、特異的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイズさせる
ことが可能になる。
【０３２６】
次いで、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、実線で示される位置に移動される。
【０３２７】
その結果、一対の逆止弁１３８、１３８が、図１９において、下方から上方にのみ、液が
流れることを許容するように構成されているため、矢印Ｂで示されるように、ハイブリダ
イゼーション反応溶液は、生化学解析用ユニット保持部１３３に形成された一対の逆止弁
１３８、１３８を通って、生化学解析用ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させ
られる。
【０３２８】
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このように、ハイブリダイゼーション反応溶液が、生化学解析用ユニット１の上方から下
方に、強制的に流動させられるときは、ハイブリダイゼーション反応溶液は、一対の逆止
弁１３８、１３８を通って流れるから、駆動のための負荷を軽減することが可能になる。
【０３２９】
さらに、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動される。
【０３３０】
その結果、図１９において、矢印Ａで示されるように、リアクタ内に満たされているハイ
ブリダイゼーション反応溶液が、生化学解析用ユニット保持部１３３に保持された生化学
解析用ユニット１の基板２に形成されている吸着性領域４を横切って、生化学解析用ユニ
ット１の上方から下方に、強制的に流動させられ、ハイブリダイゼーション反応溶液に含
まれたプローブである生体由来の物質と、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４
に吸着されている特異的結合物質とが、ハイブリダイズする。
【０３３１】
同様の動作が、所定の回数にわたって、繰り返され、ハイブリダイゼーションが完了する
。
【０３３２】
このように、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイア
フラム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動されるたびに、
リアクタ内に満たされたハイブリダイゼーション反応溶液が、生化学解析用ユニット１の
基板２に形成された吸着性領域４を横切って、強制的に、反応容器８内にセットされた生
化学解析用ユニット１の上方から下方に流動させられるから、ハイブリダイゼーション反
応の効率を大幅に向上させることが可能になるとともに、ハイブリダイゼーション反応溶
液に含まれた生体由来の物質が、生化学解析用ユニット１に形成された多数の吸着性領域
４の深い部分に吸着されている特異的結合物質に出会う確率を大幅に向上させて、生体由
来の物質を、生化学解析用ユニット１に形成された多数の吸着性領域４の深い部分に含ま
れている特異的結合物質にも、効果的に、ハイブリダイズさせることが可能になる。
【０３３３】
こうして、ダイアフラム１３４およびダイアフラム１３５が、それぞれ、図１９において
、実線で示される位置に位置している状態で、ハイブリダイゼーションが完了すると、バ
ルブ（図示せず）操作されて、上半部１３０のダイアフラム１３４に形成されたエア抜き
口１３６が大気に開放されるとともに、バルブ（図示せず）が開かれ、下半部１３１のダ
イアフラム１３５に形成された溶液注入・排出口１３７を通じて、ハイブリダイゼーショ
ン反応溶液がリアクタ内から排出される。
【０３３４】
リアクタからのハイブリダイゼーション反応溶液の排出が完了すると、リアクタの下半部
１３１のダイアフラム１３５に形成された溶液注入・排出口１３７を通じて、洗浄溶液が
、リアクタ内に注入される。
【０３３５】
洗浄溶液によって、リアクタ内が完全に満たされ、リアクタ内から、エア抜き口１３６を
通じて、エアが完全に排出されると、バルブ（図示せず）が操作されて、エア抜き口１３
６が閉じられるとともに、バルブ（図示せず）が操作されて、溶液注入・排出口１３７が
閉じられる。
【０３３６】
次いで、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動される。
【０３３７】
その結果、図１９において、矢印Ａで示されるように、リアクタ内に満たされている洗浄
溶液が、生化学解析用ユニット保持部１３３に保持された生化学解析用ユニット１の基板
２に形成されている吸着性領域４を横切って、生化学解析用ユニット１の上方から下方に
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、強制的に流動させられる。
【０３３８】
このように、洗浄溶液が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領
域４を横切って、強制的に流動されるから、ハイブリダイゼーションの工程で、特異的結
合物質にハイブリダイズされるべきでない生体由来の物質が、生化学解析用ユニット１の
基板２に形成された吸着性領域４に吸着していても、特異的結合物質にハイブリダイズさ
れるべきではない生体由来の物質を、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４から
、効果的に剥離させ、除去することが可能になる。
【０３３９】
次いで、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、実線で示される位置に移動される。
【０３４０】
その結果、一対の逆止弁１３８、１３８が、図１９において、液が、下方から上方に流れ
ることを許容するように構成されているため、矢印Ｂで示されるように、洗浄溶液は、生
化学解析用ユニット保持部１３３に形成された一対の逆止弁１３８、１３８を通って、生
化学解析用ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させられる。
【０３４１】
このように、洗浄溶液が、生化学解析用ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させ
られるときは、洗浄溶液は、一対の逆止弁１３８、１３８を通って流れるから、駆動のた
めの負荷を軽減することが可能になる。
【０３４２】
さらに、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動される。
【０３４３】
その結果、図１９において、矢印Ａで示されるように、リアクタ内に満たされている洗浄
溶液が、生化学解析用ユニット保持部１３３に保持された生化学解析用ユニット１の基板
２に形成されている吸着性領域４を横切って、生化学解析用ユニット１の上方から下方に
、強制的に流動させられ、洗浄溶液によって、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領
域４が洗浄される。
【０３４４】
同様の動作が、所定の回数にわたって、繰り返されて、洗浄操作が完了する。
【０３４５】
このように、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイア
フラム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動されるたびに、
リアクタ内に満たされた洗浄溶液が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着
性領域４を横切って、強制的に、リアクタ内にセットされた生化学解析用ユニット１の上
方から下方に流動させられるから、洗浄効率を大幅に向上させることが可能になるととも
に、ハイブリダイゼーションの工程で、特異的結合物質にハイブリダイズされるべきでな
い生体由来の物質が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４に吸着
していても、特異的結合物質にハイブリダイズされるべきではない生体由来の物質を、生
化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４から、効果的に剥離させ、除去することが可
能になる。
【０３４６】
こうして、ダイアフラム１３４およびダイアフラム１３５が、それぞれ、図１９において
、実線で示される位置に位置している状態で、洗浄操作が完了すると、バルブ（図示せず
）操作されて、上半部１３０のダイアフラム１３４に形成されたエア抜き口１３６が大気
に開放されるとともに、バルブ（図示せず）が開かれ、下半部１３１のダイアフラム１３
５に形成された溶液注入・排出口１３７を通じて、洗浄溶液がリアクタ内から排出される
。
【０３４７】
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以上のようにして、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に
、標識物質である放射性標識物質の放射線データおよび蛍光色素などの蛍光物質の蛍光デ
ータが記録される。生化学解析用ユニット１の吸着性領域４に記録された蛍光データは、
前記実施態様と同様にして、図７に示されたスキャナによって読み取られ、生化学解析用
データが生成される。
【０３４８】
これに対して、放射性標識物質の放射線データは、前記実施態様と同様にして、蓄積性蛍
光体シートに転写され、蓄積性蛍光体シートに転写された放射線データは、図７に示され
たスキャナによって読み取られて、生化学解析用データが生成される。
【０３４９】
一方、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に、化学発光デ
ータを記録するためには、さらに、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生
じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体
溶液が調製されて、リアクタ内に供給される。
【０３５０】
すなわち、リアクタからの洗浄溶液の排出が完了すると、リアクタの下半部１３１のダイ
アフラム１３５に形成された溶液注入・排出口１３７を通じて、化学発光基質と接触させ
ることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプ
テンに対する抗体を含む抗体溶液が、リアクタ内に注入される。
【０３５１】
化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジ
ゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液によって、リアクタ内が完全に
満たされ、リアクタ内から、エア抜き口１３６を通じて、エアが完全に排出されると、バ
ルブ（図示せず）が操作されて、エア抜き口１３６が閉じられるとともに、バルブ（図示
せず）が操作されて、溶液注入・排出口１３７が閉じられる。
【０３５２】
次いで、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動される。
【０３５３】
その結果、図１９において、矢印Ａで示されるように、リアクタ内に満たされている化学
発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジゴキ
シゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液が、生化学解析用ユニット保持部１
３３に保持された生化学解析用ユニット１の基板２に形成されている吸着性領域４を横切
って、生化学解析用ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させられる。
【０３５４】
このように、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって
標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液が、生化学解析用
ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４を横切って、強制的に流動されるか
ら、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に含まれている特
異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズされた生体由来の物質を標識しているジゴキ
シゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応によって、化学発光基質と接触させることによ
って化学発光を生じさせる性質を有する酵素によって標識されたハプテンに対する抗体を
、効率的に結合させることが可能になる。
【０３５５】
次いで、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、実線で示される位置に移動される。
【０３５６】
その結果、一対の逆止弁１３８、１３８が、図１９において、液が、下方から上方に流れ
ることを許容するように構成されているため、矢印Ｂで示されるように、化学発光基質と
接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンな
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どのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液は、生化学解析用ユニット保持部１３３に形成
された一対の逆止弁１３８、１３８を通って、生化学解析用ユニット１の上方から下方に
、強制的に流動させられる。
【０３５７】
このように、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって
標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液が、生化学解析用
ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させられるときは、洗浄溶液は、一対の逆止
弁１３８、１３８を通って流れるから、駆動のための負荷を軽減することが可能になる。
【０３５８】
さらに、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイアフラ
ム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動される。
【０３５９】
その結果、図１９において、矢印Ａで示されるように、リアクタ内に満たされている化学
発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジゴキ
シゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液が、生化学解析用ユニット保持部１
３３に保持された生化学解析用ユニット１の基板２に形成されている吸着性領域４を横切
って、生化学解析用ユニット１の上方から下方に、強制的に流動させられる。
【０３６０】
同様の動作が、所定の回数にわたって、繰り返されて、抗原抗体反応が完了する。
【０３６１】
このように、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイア
フラム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動されるたびに、
リアクタ内に満たされた化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵
素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液が、生
化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４を横切って、強制的に、リアク
タ内にセットされた生化学解析用ユニット１の上方から下方に流動させられるから、生化
学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に含まれている特異的結合
物質に、選択的に、ハイブリダイズされた生体由来の物質を標識しているジゴキシゲニン
などのハプテンに、抗原抗体反応によって、化学発光基質と接触させることによって化学
発光を生じさせる性質を有する酵素によって標識されたハプテンに対する抗体を、効率的
に結合させることが可能になる。
【０３６２】
こうして、ダイアフラム１３４およびダイアフラム１３５が、それぞれ、図１９において
、実線で示される位置に位置している状態で、抗原抗体反応が完了すると、バルブ（図示
せず）操作されて、上半部１３０のダイアフラム１３４に形成されたエア抜き口１３６が
大気に開放されるとともに、バルブ（図示せず）が開かれ、下半部１３１のダイアフラム
１３５に形成された溶液注入・排出口１３７を通じて、抗体溶液がリアクタ内から排出さ
れる。
【０３６３】
リアクタからの抗体溶液の排出が完了すると、リアクタの下半部１３１のダイアフラム１
３５に形成された溶液注入・排出口１３７を通じて、洗浄溶液が、リアクタ内に注入され
、上述したのと全く同様にして、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４が、洗浄
溶液によって、洗浄される。
【０３６４】
したがって、エアシリンダ（図示せず）が駆動されて、ダイアフラム１３４およびダイア
フラム１３５が、それぞれ、図１９において、破線で示される位置に移動されるたびに、
リアクタ内に満たされた洗浄溶液が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着
性領域４を横切って、強制的に、リアクタ内にセットされた生化学解析用ユニット１の上
方から下方に流動させられるから、抗原抗体反応の過程で、ハプテンに結合されるべきで
ない抗体が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４に吸着していて
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も、ハプテンに結合されるべきでない抗体を、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領
域４から、効果的に剥離させ、除去することが可能になり、洗浄効率を大幅に向上させる
ことができる。
【０３６５】
ダイアフラム１３４およびダイアフラム１３５が、それぞれ、図１９において、実線で示
される位置に位置している状態で、洗浄操作が完了すると、バルブ（図示せず）操作され
て、上半部１３０のダイアフラム１３４に形成されたエア抜き口１３６が大気に開放され
るとともに、バルブ（図示せず）が開かれ、下半部１３１のダイアフラム１３５に形成さ
れた溶液注入・排出口１３７を通じて、洗浄溶液がリアクタ内から排出される。
【０３６６】
以上のようにして、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された多数の吸着性領域４に
、化学発光データが記録される。生化学解析用ユニット１の吸着性領域４に記録された化
学発光データは、前記実施態様と同様にして、図１５に示されたデータ生成システムの冷
却ＣＣＤカメラによって読み取られ、生化学解析用データが生成される。
【０３６７】
本実施態様によれば、エアシリンダ（図示せず）によって、ダイアフラム１３４およびダ
イアフラム１３５を、それぞれ、図１９において、実線で示される位置から、破線で示さ
れる位置に移動させるたびに、ハイブリダイゼーション反応溶液が、生化学解析用ユニッ
ト保持部１３３に保持されている生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領
域４を横切るように、生化学解析用ユニット１の上方から下方に向けて、強制的に流動さ
せられるから、ハイブリダイゼーション反応溶液に含まれている生体由来の物質を、単に
、対流あるいは拡散によって移動させ、特異的結合物質と生体由来の物質をハイブリダイ
ズさせる場合に比して、ハイブリダイゼーションの効率を大幅に向上させることが可能に
なるとともに、生体由来の物質が、吸着性領域４の深い部分に含まれている特異的結合物
質と出会う確率を大幅に向上させることができ、所望のように、特異的結合物質と生体由
来の物質をハイブリダイズさせることが可能になる。
【０３６８】
また、本実施態様によれば、エアシリンダ（図示せず）によって、ダイアフラム１３４お
よびダイアフラム１３５を、それぞれ、図１９において、実線で示される位置から、破線
で示される位置に移動させるたびに、洗浄溶液が、生化学解析用ユニット保持部１３３に
保持されている生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４を横切るよう
に、生化学解析用ユニット１の上方から下方に向けて、強制的に流動させられるから、ハ
イブリダイゼーションの工程で、特異的結合物質にハイブリダイズされるべきでない生体
由来の物質が、生化学解析用ユニット１の基板２に形成された吸着性領域４に吸着してい
ても、特異的結合物質にハイブリダイズされるべきではない生体由来の物質を、生化学解
析用ユニット１の多数の吸着性領域４から、効果的に剥離させ、除去することが可能にな
る。
【０３６９】
さらに、本実施態様によれば、エアシリンダ（図示せず）によって、ダイアフラム１３４
およびダイアフラム１３５を、それぞれ、図１９において、実線で示される位置から、破
線で示される位置に移動させるたびに、化学発光基質と接触させることによって化学発光
を生じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む
抗体溶液が、生化学解析用ユニット保持部１３３に保持されている生化学解析用ユニット
１の基板２に形成された吸着性領域４を横切るように、生化学解析用ユニット１の上方か
ら下方に向けて、強制的に流動させられるから、生化学解析用ユニット１の基板２に形成
された多数の吸着性領域４に含まれている特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズ
された生体由来の物質を標識しているジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応に
よって、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる性質を有する酵素
によって標識されたハプテンに対する抗体を、効率的に結合させることが可能になる。
【０３７０】
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また、本実施態様によれば、リアクタ内に、生化学解析用ユニット１を保持する生化学解
析用ユニット保持部１３３には、図１９において、下方から上方にのみ、液が流れること
を許容するように構成された一対の逆止弁１３８、１３８が、略対角関係に形成されてい
るから、エアシリンダ（図示せず）によって、ハイブリダイゼーション反応溶液、洗浄溶
液あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標
識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、図１９において
、生化学解析用ユニット１の下方から上方に向けて、流動させるときは、ハイブリダイゼ
ーション反応溶液、洗浄溶液あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を
生じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗
体溶液は、一対の逆止弁１３８、１３８を通って、流れるから、駆動負荷が過度に増大す
るのを防止しつつ、生体由来の物質が、吸着性領域４の深い部分に含まれている特異的結
合物質と出会う確率を大幅に向上させて、所望のように、特異的結合物質と生体由来の物
質をハイブリダイズさせることが可能になるとともに、生化学解析用ユニット１の基板２
に形成された多数の吸着性領域４に含まれている特異的結合物質に、選択的に、ハイブリ
ダイズされた生体由来の物質を標識しているジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体
反応によって、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる性質を有す
る酵素によって標識されたハプテンに対する抗体を、効率的に結合させることが可能にな
り、さらに、吸着性領域４の洗浄効率を大幅に向上させることができる。
【０３７１】
さらに、本実施態様によれば、同じリアクタを用いて、生化学解析用ユニット１の多数の
吸着性領域４に含まれている特異的結合物質に、ジゴキシゲニンなどのハプテンによって
標識された生体由来の物質を、選択的に、ハイブリダイズさせ、さらに、化学発光基質と
接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたハプテンに対する
抗体を、生体由来の物質を標識しているジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応
によって、結合させて、生化学解析用ユニット１の吸着性領域４に、化学発光データを記
録することが可能になり、きわめて効率であるとともに、分子量が小さいジゴキシゲニン
などのハプテンによって、生体由来の物質を標識し、生化学解析用ユニット１の吸着性領
域４に吸着された特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズさせているので、特異的
結合物質と生体由来の物質を、所望のように、ハイブリダイズさせることができ、化学発
光データを読み取って、定量性に優れた生化学解析用データを生成することが可能になる
。
【０３７２】
本発明は、以上の実施態様に限定されることなく、特許請求の範囲に記載された発明の範
囲内で種々の変更が可能であり、それらも本発明の範囲内に包含されるものであることは
いうまでもない。
【０３７３】
たとえば、前記実施態様においては、いずれも、放射性標識物質によって標識された生体
由来の物質および蛍光物質によって標識された生体由来の物質を、生化学解析用ユニット
１の多数の吸着性領域４に吸着されている特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズ
させるとともに、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に吸着された特異的結合
物質に、ジゴキシゲニンなどのハプテンによって標識された生体由来の物質を、選択的に
、ハイブリダイズさせ、さらに、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じ
させる酵素によって標識されたハプテンに対する抗体を、生体由来の物質を標識している
ジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応によって、結合させるように構成されて
いるが、本発明には、かかるハイブリダイゼーション反応、抗原抗体反応に限らず、ハイ
ブリダイゼーション反応全般、抗原抗体反応全般に、広く適用することができ、さらには
、リセプター・リガンド会合反応全般に、広く適用することができる。
【０３７４】
また、前記実施態様においては、生化学解析用ユニット１の吸着性領域４に固定された特
異的結合物質に、ジゴキシゲニンなどのハプテンによって標識された生体由来の物質をハ
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イブリダイズさせ、さらに、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせ
る酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を、生体由来の物
質を標識しているジゴキシゲニンなどのハプテンに、抗原抗体反応によって、結合させて
、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に、化学発光データを選択的に記録する
ように構成されているが、化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる
標識物質によって標識された生体由来の物質を、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性
領域４に固定されている特異的結合物質に、選択的に、ハイブリダイズさせて、生化学解
析用ユニット１の多数の吸着性領域４に、化学発光データを記録するようにしてもよい。
【０３７５】
さらに、前記実施態様においては、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に固定
されているｃＤＮＡなどの特異的結合物質に、蛍光物質によって標識された生体由来の物
質を、選択的に、ハイブリダイズさせて、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４
に、蛍光データを記録するように構成されているが、生化学解析用ユニット１の多数の吸
着性領域４に固定されているｃＤＮＡなどの特異的結合物質に、ジゴキシゲニンなどのハ
プテンによって標識された生体由来の物質を、選択的に、ハイブリダイズさせ、さらに、
蛍光基質と接触させることによって、蛍光物質を生じさせる酵素により標識されたハプテ
ンに対する抗体を、抗原抗体反応によって、生体由来の物質を標識しているハプテンに結
合させることによって、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に、蛍光データを
記録することもできる。
【０３７６】
また、前記実施態様においては、ハイブリダイゼーション反応溶液は、放射性標識物質に
よって標識された生体由来の物質および蛍光色素などの蛍光物質によって標識された生体
由来の物質を含んでいるが、ハイブリダイゼーション反応溶液が、放射性標識物質によっ
て標識された生体由来の物質および蛍光色素などの蛍光物質によって標識された生体由来
の物質を含んでいることは必ずしも必要でなく、放射性標識物質、蛍光色素などの蛍光物
質および化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる標識物質のうちの
少なくとも１種の標識物質によって標識された生体由来の物質を含んでいればよい。
【０３７７】
さらに、図３および図４に示されたリアクタにおいては、シリンジ１４のピストン１３お
よびシリンジ１６のピストン１５を用いて、ハイブリダイゼーション反応溶液、洗浄溶液
あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識
されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、上下方向に流動さ
せ、図１９および図２０に示されたリアクタにおいては、エアシリンダ（図示せず）によ
って、ダイアフラム１３４およびダイアフラム１３５を、それぞれ、図１９において、実
線で示される位置と、破線で示される位置との間を移動させて、ハイブリダイゼーション
反応溶液、洗浄溶液あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせ
る酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を
、上下方向に流動させているが、ハイブリダイゼーション反応溶液、洗浄溶液あるいは化
学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジゴ
キシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、上下方向に流動させる方法は
任意に選択することができ、シリンジ１４のピストン１３およびシリンジ１６のピストン
１５を用い、あるいは、エアシリンダ（図示せず）によって、ダイアフラム１３４および
ダイアフラム１３５を、それぞれ、図１９において、実線で示される位置と、破線で示さ
れる位置との間を移動させて、ハイブリダイゼーション反応溶液、洗浄溶液あるいは化学
発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジゴキ
シゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、上下方向に流動させることは必
ずしも必要でない。
【０３７８】
さらに、前記実施態様においては、リアクタは、いずれも、ハイブリダイゼーション反応
溶液、洗浄溶液あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵
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素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、上
下方向に、強制的に流動させるように構成されているが、リアクタが、ハイブリダイゼー
ション反応溶液、洗浄溶液あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を生
じさせる酵素によって標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体
溶液を、上下方向に、強制的に流動させるように構成されていることは必ずしも必要でな
く、リアクタが、生化学解析用ユニット保持部７、１３３に保持されている生化学解析用
ユニット１の一方の側から、他方の側に向けて、ハイブリダイゼーション反応溶液、洗浄
溶液あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって
標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、強制的に流動
させるとともに、生化学解析用ユニット保持部７、１３３に保持されている生化学解析用
ユニット１の他方の側から、一方の側に向けて、ハイブリダイゼーション反応溶液、洗浄
溶液あるいは化学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって
標識されたジゴキシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液を、強制的に流動
させるように構成されていれば、ハイブリダイゼーション反応溶液、洗浄溶液あるいは化
学発光基質と接触させることによって化学発光を生じさせる酵素によって標識されたジゴ
キシゲニンなどのハプテンに対する抗体を含む抗体溶液の流動方向は、任意に選択するこ
とができる。
【０３７９】
また、前記実施態様においては、いずれも、リアクタの生化学解析用ユニット保持部７、
１３３には、一対の逆止弁１８、１８、１３８、１３８が、略対角関係に形成されている
が、一対の逆止弁１８、１８、１３８、１３８を、略対角関係に形成することは必ずしも
必要でない。
【０３８０】
さらに、前記実施態様においては、いずれも、リアクタの生化学解析用ユニット保持部７
、１３３には、一対の逆止弁１８、１８、１３８、１３８が、略対角関係に形成されてい
るが、生化学解析用ユニット保持部７、１３３に、一対の逆止弁１８、１８、１３８、１
３８を形成することは必ずしも必要でなく、生化学解析用ユニット保持部７、１３３に、
３以上の逆止弁を形成することもでき、少なくとも１つの逆止弁が、生化学解析用ユニッ
ト保持部７、１３３に形成されていればよい。
【０３８１】
また、図１９および図２０に示された実施態様においては、上半部１３０に設けられたダ
イアフラム１３４および下半部１３１に設けられたダイアフラム１３５は、それぞれ、弾
力性のある金属板によって形成されているが、ダイアフラム１３４、１３５を金属板によ
って形成することは必ずしも必要でなく、弾力性を有する材料であれば、ポリプロピレン
などのプラスチックによって、ダイアフラム１３４、１３５を形成するようにしてもよい
。
【０３８２】
また、前記実施態様においては、１９２００の約０．０１平方ミリメートルのサイズを有
する略円形の吸着性領域４が、約５０００個／平方センチメートルの密度で、規則的なパ
ターンにしたがって、マトリックス状に、生化学解析用ユニット１に形成されているが、
吸着性領域４を略円形に形成することは必ずしも必要でなく、吸着性領域４を、任意の形
状、たとえば、矩形状に形成することもできる。
【０３８３】
さらに、前記実施態様においては、１９２００の約０．０１平方ミリメートルのサイズを
有する略円形の吸着性領域４が、約５０００個／平方センチメートルの密度で、規則的な
パターンにしたがって、マトリックス状に、生化学解析用ユニット１に形成されているが
、吸着性領域４の数およびサイズは、目的に応じて、任意に選択をすることができ、好ま
しくは、１０以上の５平方ミリメートル未満のサイズを有する吸着性領域４が、１０個／
平方センチメートル以上の密度で、生化学解析用ユニット１に形成される。
【０３８４】
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また、前記実施態様においては、１９２００の約０．０１平方ミリメートルのサイズを有
する略円形の吸着性領域４が、約５０００個／平方センチメートルの密度で、規則的なパ
ターンにしたがって、マトリックス状に、生化学解析用ユニット１に形成されているが、
生化学解析用ユニット１の吸着性領域４を、規則的なパターンで、生化学解析用ユニット
１に形成することは必ずしも必要でない。
【０３８５】
さらに、前記実施態様においては、生化学解析用ユニット１は、アルミニウム製の基板２
に形成された多数の貫通孔３の内部に、ナイロン６が充填されて、形成された多数の吸着
性領域４を備えているが、生化学解析用ユニット１の吸着性領域４が、ナイロン６によっ
て形成されていることは必ずしも必要でなく、ナイロン６に代えて、活性炭などの多孔質
炭素材料あるいはナイロン６，６、ナイロン４，１０などのナイロン類；ニトロセルロー
ス、酢酸セルロース、酪酸酢酸セルロースなどのセルロース誘導体；コラーゲン；アルギ
ン酸、アルギン酸カルシウム、アルギン酸／ポリリシンポリイオンコンプレックスなどの
アルギン酸類；ポリエチレン、ポリプロピレンなどのポリオレフィン類；ポリ塩化ビニル
；ポリ塩化ビニリデン；ポリフッ化ビニリデン、ポリテトラフルオライドなどのポリフル
オライドや、これらの共重合体または複合体によって、生化学解析用ユニット１の吸着性
領域４を形成することもでき、さらには、白金、金、鉄、銀、ニッケル、アルミニウムな
どの金属；アルミナ、シリカ、チタニア、ゼオライトなどの金属酸化物；ヒドロキシアパ
タイト、硫酸カルシウムなどの金属塩やこれらの複合体などの無機多孔質材料あるいは複
数の繊維の束によって、生化学解析用ユニット１の吸着性領域４を形成するようにしても
よい。
【０３８６】
また、前記実施態様においては、生化学解析用ユニット１は、アルミニウム製の基板２を
備えているが、生化学解析用ユニット１の基板２を、アルミニウムによって形成すること
は必ずしも必要でなく、他の材料によって、基板２を形成することもできる。生化学解析
用ユニット１の基板２は、光および放射線を減衰させる性質を有する材料によって形成さ
れていることが好ましいが、その材料は格別限定されるものではなく、無機化合物材料、
有機化合物材料のいずれによっても、生化学解析用ユニット１基板２を形成することがで
き、金属材料、セラミック材料またはプラスチック材料が、とくに好ましく使用される。
生化学解析用ユニット１の基板２を形成するために好ましく使用することができ、光およ
び放射線を減衰させる性質を有する無機化合物材料としては、たとえば、金、銀、銅、亜
鉛、アルミニウム、チタン、タンタル、クロム、鉄、ニッケル、コバルト、鉛、錫、セレ
ンなどの金属；真鍮、ステンレス、青銅などの合金；シリコン、アモルファスシリコン、
ガラス、石英、炭化ケイ素、窒化ケイ素などの珪素材料；酸化アルミニウム、酸化マグネ
シウム、酸化ジルコニウムなどの金属酸化物；タングステンカーバイト、炭酸カルシウム
、硫酸カルシウム、ヒドロキシアパタイト、砒化ガリウムなどの無機塩を挙げることがで
きる。これらは、単結晶、アモルファス、セラミックのような多結晶焼結体にいずれの構
造を有していてもよい。また、生化学解析用ユニット１の基板２を形成するために好まし
く使用することができ、光および放射線を減衰させる性質を有する有機化合物材料として
は、高分子化合物が好ましく用いられ、好ましい高分子化合物としては、たとえば、ポリ
エチレンやポリプロピレンなどのポリオレフィン；ポリメチルメタクリレート、ブチルア
クリレート／メチルメタクリレート共重合体などのアクリル樹脂；ポリアクリロニトリル
；ポリ塩化ビニル；ポリ塩化ビニリデン；ポリフッ化ビニリデン；ポリテトラフルオロエ
チレン；ポリクロロトリフルオロエチレン；ポリカーボネート；ポリエチレンナフタレー
トやポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル；ナイロン６、ナイロン６，６、ナ
イロン４，１０などのナイロン；ポリイミド；ポリスルホン；ポリフェニレンサルファイ
ド；ポリジフェニルシロキサンなどのケイ素樹脂；ノボラックなどのフェノール樹脂；エ
ポキシ樹脂；ポリウレタン；ポリスチレン；ブタジエン－スチレン共重合体；セルロース
、酢酸セルロース、ニトロセルロース、でん粉、アルギン酸カルシウム、ヒドロキシプロ
ピルメチルセルロースなどの多糖類；キチン；キトサン；ウルシ；ゼラチン、コラーゲン

10

20

30

40

50

(47) JP 3721334 B2 2005.11.30



、ケラチンなどのポリアミドおよびこれら高分子化合物の共重合体などを挙げることがで
きる。これらは、複合材料でもよく、必要に応じて、金属酸化物粒子やガラス繊維などを
充填することもでき、また、有機化合物材料をブレンドして、使用することもできる。
【０３８７】
また、前記実施態様においては、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４は、基板
２に形成された多数の貫通孔３に、ナイロン６が充填されて、形成されているが、基板に
形成された多数の貫通孔に、ナイロン６などの吸着性材料によって形成された吸着性膜を
圧入して、多数の吸着性領域４を形成することもできる。
【０３８８】
さらに、前記実施態様においては、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４は、基
板２に形成された多数の貫通孔３に、ナイロン６が充填されて、形成されているが、メン
ブレンフィルタなどの吸着性材料によって形成された吸着性基板の少なくとも一方の側に
、多数の貫通孔が形成された基板を密着させ、貫通孔内の吸着性基板により、多数の吸着
性領域４を形成することもできる。
【０３８９】
また、前記実施態様においては、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４は、基板
２に形成された多数の貫通孔３に、ナイロン６が充填されて、形成されているが、メンブ
レンフィルタなどの吸着性材料によって形成された吸着性基板に、規則的なパターンにし
たがって、特異的結合物質を含む溶液を滴下し、特異的結合物質を含む吸着性領域４を、
互いに離間して、形成するようにしてもよい。
【０３９０】
【発明の効果】
本発明によれば、生化学解析用ユニットに固定されたリガンドあるいはリセプターに、効
率的に、リセプターあるいはリガンドを会合反応させることができ、しかも、再現性よく
、定量性に優れた生化学解析用データを生成することを可能にするリセプター・リガンド
会合反応方法およびそれに用いるリアクタを提供することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の好ましい実施態様にかかる本発明の好ましい実施態様にかかる
リセプター・リガンド会合反応方法に用いられる生化学解析用ユニットの略斜視図である
。
【図２】図２は、スポッティング装置の略正面図である。
【図３】図３は、本発明の好ましい実施態様にかかるリセプター・リガンド会合反応方法
に用いられるリアクタの略縦断面図である。
【図４】図４は、反応容器の内部を示す略平面図である。
【図５】図５は、蓄積性蛍光体シートの略斜視図である。
【図６】図６は、生化学解析用ユニットに形成された多数の吸着性領域に含まれた放射性
標識物質によって、蓄積性蛍光体シートに形成された多数の輝尽性蛍光体層領域を露光す
る方法を示す略断面図である。
【図７】図７は、蓄積性蛍光体シートに形成された多数の輝尽性蛍光体層領域に記録され
た放射性標識物質の放射線データおよび生化学解析用ユニットの多数の吸着性領域に記録
された蛍光データを読み取って、生化学解析用データを生成するスキャナの略斜視図であ
る。
【図８】図８は、図７に示されたスキャナのフォトマルチプライア近傍の詳細を示す略斜
視図である。
【図９】図９は、図８のＡ－Ａ線に沿った略断面図である。
【図１０】図１０は、図８のＢ－Ｂ線に沿った略断面図である。
【図１１】図１１は、図８のＣ－Ｃ線に沿った略断面図である。
【図１２】図１２は、図８のＤ－Ｄ線に沿った略断面図である。
【図１３】図１３は、光学ヘッドの走査機構の略平面図である。
【図１４】図１４は、図７に示されたスキャナの制御系、入力系、駆動系および検出系を
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示すブロックダイアグラムである。
【図１５】図１５は、生化学解析用ユニット１の多数の吸着性領域４に記録された化学発
光データを読み取って、生化学解析用データを生成するデータ生成システムの略正面図で
ある。
【図１６】図１６は、冷却ＣＣＤカメラの略縦断面図である。
【図１７】図１７は、暗箱の略縦断面図である。
【図１８】図１８は、データ生成システムを構成するパーソナルコンピュータの周辺のブ
ロックダイアグラムである。
【図１９】図１９は、本発明の別の好ましい実施態様にかかるリセプター・リガンド会合
反応方法に用いられるリアクタの略縦断面図である。
【図２０】図２０は、生化学解析用ユニット保持部に、生化学解析用ユニットが保持され
た状態を示すリアクタ内部の略平面図である。
【符号の説明】
１　生化学解析用ユニット
２　基板
３　貫通孔
４　吸着性領域
５　インジェクタ
６　ＣＣＤカメラ
７　生化学解析用ユニット保持部
８　反応容器
９　蓋部材
１０　ケーシング
１１　溶液注入口
１２　溶液排出口
１３　ピストン
１４　シリンジ
１５　ピストン
１６　シリンジ
１７　エア排出用の開口部
１８　逆止弁
２０　蓄積性蛍光体シート
２１　支持体
２２　貫通孔
２４　輝尽性蛍光体層領域
３１　第１のレーザ励起光源
３２　第２のレーザ励起光源
３３　第３のレーザ励起光源
３４　レーザ光
３５　コリメータレンズ
３６　ミラー
３７　第１のダイクロイックミラー
３８　第２のダイクロイックミラー
３９　ミラー
４０　コリメータレンズ
４１　コリメータレンズ
４２　ミラー
４３　穴開きミラーの穴
４４　穴開きミラー
４５　光学ヘッド
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４６　ミラー
４７　非球面レンズ
４８　凹面ミラー
５０　ステージ
５１　ガラス板
５５　蛍光あるいは輝尽光
５８　フィルタユニット
６０　フォトマルチプライア
６１ａ、６１ｂ、６１ｃ、６１ｄ　フィルタ部材
６２ａ、６２ｂ、６２ｃ、６２ｄ　フィルタ
６３　Ａ／Ｄ変換器
６４　データ処理装置
７０　基板
７１　副走査パルスモータ
７２　一対のレール
７３　移動可能な基板
７４　ロッド
７５　主走査ステッピングモータ
７６　エンドレスベルト
７７　リニアエンコーダ
７８　リニアエンコーダのスリット
８０　コントロールユニット
８１　キーボード
８２　フィルタユニットモータ
９１　冷却ＣＣＤカメラ
９２　暗箱
９３　パーソナルコンピュータ
９４　ＣＲＴ
９５　キーボード
９６　ＣＣＤ
９７　伝熱板
９８　ペルチエ素子
９９　シャッタ
１００　Ａ／Ｄ変換器
１０１　データバッファ
１０２　カメラ制御回路
１０５　ガラス板
１０６　放熱フィン
１０７　カメラレンズ
１１０　ＬＥＤ光源
１１１　フィルタ
１１２　フィルタ
１１３　拡散板
１２０　ＣＰＵ
１２１　データ転送手段
１２２　データ記憶手段
１２３　データ処理手段
１２４　データ表示手段
１２５　光源制御手段
１３０　リアクタの上半部
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１３１　リアクタの下半部
１３２　反応容器本体
１３３　生化学解析用ユニット保持部
１３４　ダイアフラム
１３５　ダイアフラム
１３６　エア抜き口
１３７　溶液注入・排出口
１３８　逆止弁

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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